腰の物 拝見 

「お 武家お 待ち」 

たの も 

という 声が 聞こえた ので、 伊東 頼 母 は 足 を 止めた。 

ここ は 甲 州 街道の 府中から、 一 里 ほど 離れた 野原で、 

お ま 

天 保 X X 年 三月 十六 日の 月が、 朧ろ に照らしていた。 

たど 

頼 母 は、 江戸へ 行く つもりで、 街道 筋を迪 つて 来たの 

であった が、 いつ どこで 道 を 間違えた もの か、 こんな 

ところへ 来て しまったの であった。 声 は 林の 中から 来 

た。 頼 母 は そっちへ 眼 を やった。 林の 中に、 白い 方形 

しちよう 

の 物が 釣って あった。 紙帳ら しい。 暗い 林の 中に、 仄 



は、 腰の物 は 拝見いた さねば ならず …… 眠らせて！」 

「黙れ！」 

つばお と 

鰐 音が した！ 

い き 

「は— ッ」 と 頼 母 は、 思わず 呼吸 を 引いた。 武士に よつ 

とお 

て 鳴らされた 鍔 音が、 神 魂に 徹っ たからであった。 

猛然と 頭巾が 逼 つて 来た。 頭巾の 主の 体が、 怒濤の 

ように 殺到して 来た。 そうして 次の 瞬間に は、 頼 母 は、 

地上へ 叩き付けられ ていた。 体当たり を 喰らった ので 

ある。 

俯向けに 地に 倒れた 頼 母 は、 (俺 はこ こで 死ぬ のか。 

死んで は 困る。 俺 は 父の 敵 五味 左 門 を 討たなければ な 



らな いの だから) と 思った。 

そういう 彼の 眼に 見えた もの は、 彼の 両刀 を 調べて 

いる 武士の 姿であった。 そうして、 その 武士の 背後の 

地面から、 瘤の ように 盛り上がつ ている 古塚であった。 

その 古塚 は、 数 本の 松と、 一 基の 碑 と を、 頂きに 持つ 

ていた。 そうして ：：： しかし、 頼 母の 意識 は 朦朧と 

な つ てし まった。 

おまい リ 

参詣に 来た 娘 

その 頼 母が、 誰かに 呼ばれて いるよう な 気がして、 



正 気づいた 時、 まず 見えた の は、 自分の 顔へ、 近々 と 

寄せて いる、 細い 新月の ような 眉、 初々 しい 半弓 形の 

眼の、 若い 女の 顔であった。 円味の 勝った 頤 に つづ 

むくる み きめ か 

いて、 剝き 胡桃の ような、 肌理の 細かな 咽喉が、 鹿の 

こ なまめ 

子の 半襟から 抜け出し ている 様子 は、 艷 かしく も あ 

れば 清らかで もあった。 

「もし、 お 武家 様、 お気づかれました か」 と 娘 は 云つ 

た。 

頼 母 は 弱々 しく 頷いて 見せ、 そうして、 (俺 はこの 娘 

に 助けられ たらしい) と 思った。 しかしす ぐに、 紙帳 

から 出て 来た 武士の ことが 気に かかった。 それで、 ま 



だ 弛く、 自由にな りに くい 首 を やっと 廻して、 林の 方 

くぬぎ かたちづく 

を 見た。 どんぐり ゃ櫟ゃ 柏に よって 形 成られて いる 

雑木林に は、 今 は 陽が あたって いて、 初葉 さえ 附 けて 

いない 裸体の 幹 や 枝が、 紫ばん だ 樺色に 立ち並ん でい 

たが、 紙帳 は 釣って なかった。 (夜の 間に 立ち去った 

の だな。 それにしても あの 武士、 何者な のであろう？ 

突然 紙帳の 中から 出て 来て、 刀 を 見せろ と 云い、 見せ 

ない といったら、 体当たり を くれ、 俺 を 気絶 させお つ 

た。 紙帳 を 林の 中に 釣って 寝て いたと ころから 察する 

と、 武者修行の 者ら しいが、 着流しで、 頭巾 を 冠って 

いた 様子から 推す と、 そうで もない らしい) 頼 母 は、 



頭に 残って いる 疲労の 中で、 こんな こと を 考えた。 (そ 

れ にしても、 彼と 俺との、 武技の 相違 はどうだった ろ 

う) これ を 思う と 頼 母 は、 赧 くなら ざる を 得なかった。 

(大人と 子供と いおうか。 世に は 恐ろしい 奴が あれば 

ある もの だ) 

この 時 娘が、 

「野中の 道 了 様へ お 詣リに 参りました ところ、 あなた 

様が 気絶 をして おいでなさい ましたので、 ご 介抱 申し 

上げた ので ございます。 でも 正 気づかれて、 ほんとう 

に 嬉し ゆう ございます」 

さび 

と 云った。 細々 としていて、 優しい、 それでいて 寂 



しみの 籠もって いる 声であった。 

頼 母 は 娘の 顔へ 眼 を やり、 

力た じ 

「忝け のう ございました。 おかげ を もちまして、 命 

びろ いいたしました」 と 云った が、 (何んだ 俺 はま だ 寝 

ている ではない か) と 気づき、 起き上がろ うとした。 

しかし、 倒れた 時、 体 を ひどく 打ったら しく、 節々 が 

痛んで、 なかなか 起き上がれなかった。 

「いえいえ、 そのままで おいでなさい ませ。 お寝った 

ままで。 どうせ そのお 体で は、 すぐに ご 出立 は 出来 ま 

すまい。 むさくる しい 所では ございま すが、 妾 の 家で、 

二、 三日 ご 逗留し、 ご 養生なさい ませ。 いえいえ ご 遠 



た。 

力 力 

娘 は、 しばらく それ を 見送って いたが、 やがて 屈む 

と、 地に 置いて あった 線香の 束 を 取り上げ、 「どれ、 そ 

れ では 妾 は、 ちょっと 道 了 様へ。 ：•：. 」 と 云い、 古塚 

のよう な、 小 丘の 方へ 歩いて 行った。 

(あれが 道 了 様な のか) と、 頼 母 は、 それでもよ うや 

く 起き上がった 体 を、 小 丘の 方へ 向け、 つくづくと 眺 

まわ リ 

めた。 それ は、 高さ 二 間、 周囲 十 間ぐ らいの 大 岩で 出 

来て いる 塚で あつたが、 その 面に、 苔 だの 枯れ草 だの 

枯れ葉 だのが まとい 付いている 上に、 土壌が 蔽 うてい 

るので、 早速に は、 岩と は 見えなかった。 塚の 頂きに 



立って いる 碑 に は、 南無妙法蓮華経と、 髭 題目が 刻 

と ► ^ ろ ど > J ろ 

まれて いた。 碑 は、 歳月と 風雨と に 損われて、 諸 所 

くろ 

欠けて いる 高さ 六尺ぐ らいの 物で、 色は黝 かった が、 

陽に 照らされ、 薄光って 見えた。 その 碑の 面 を、 蹉れ 

たり 鏈れ たりしながら、 蒼白い、 漠 とした 物が 立ち 昇つ 

て 行った。 娘が 供えた 線香の 煙りであった。 煙りの 裾、 

碑の 前に、 つつまし く 屈み、 合掌して いるの が 娘で、 

さ えぎ 

その 姿が、 数 本の 小 松に 遮られて いたので、 かえって 

おもむ 

趣き 深く 眺められた。 

「絵 だ」 と、 頼 母 は、 娘の 赤味の 勝った 帯な どへ 眼 を 

やりながら、 眩いた。 



レ 

血 蜘蛛の 紙帳 

それ を 聞く と、 角 右衛門 は 笑った が、 

「貴殿 方 は、 どの 親分の もとへ 参らる る 気 かな。 拙者 

は、 松 戸の 五郎蔵 殿の もとへ 参る つもり じ や。 関東に 

は 鼻 を 突く ほど、 立派な 親分 衆が ござる が、 五郎蔵 殿 

ほど、 我々 のよう な 浪人 者 を、 いたわって くださる 仁 

は 一 ，- ざらぬ」 

「それ も、 五郎蔵 殿が、 武士 あがり だからで ございま 



しょうよ」 

酔った 頰を、 夜風に 嬲られる 快 さから か、 四 人の 者 

は、 雨戸の 間に、 目白の ように 押し 並び、 しばらく は 

雑談に 耽った が、 やがて 部屋の 中へ はいった。 とたん 

- J 、 

「や ッ、 腰の物が 見えぬ！」 と、 角 右衛門が、 狼狽し 

たように 叫んだ。 

皿 や 小鉢 ゃ燜 徳利 の 取り散らされて ある 座敷に 突つ 

立った まま、 四 人 は、 また 顔 を 見合わせた。 わずかな 

時間に、 四 人の 刀が、 四 本ながら 紛失して いるで はな 

ヽゝ o 

レ 力 



四方へ 開いた。 蜘蛛の 胴体から、 脚の ように、 八本の 

線が 延びて いるの がそれ だ。 蜘蛛の 周囲 を 巡って、 

こまか 

微細い 血痕が、 霧の ように 飛び散つ ている。 張り 渡し 

た 蜘蛛の 網と 見れば 見られる。 ところどころに、 耳 ほ 

どの 形の 血痕が 附 いている。 網に かかって 命 を 取られ 

なきがら 

た、 蝶 ゃ蟬の 屍 と 見れば 見られる。 血 描きの 女郎 蜘 

蛛！ これが 紙帳に 現われて いる 模様であった。 では、 

その 蜘蛛 を 背の 辺りに 負い、 網の 中 ほどに 坐って いる 

紙帳の 中の 武士 は、 何ん といったら よいだろう？ 蜘 

蛛の 網に かかって、 命 を 取られる、 不幸な 犠牲と いう 

べきであろう か？ それとも、 その 反対に、 蜘蛛 を S 



武士の 口から 迸 つた。 紙帳の 中 は ひっそり としてい 

た。 

わだち 

こういう 間 も、 キリ キリと いう、 轍で も 軋る ような 

まわり 

音 は、 屋敷の 周囲 を 巡って、 中庭の 方へ 移って 行った。 

(何ん の 音だろう？) と、 四 人の 浪人が 不審 を 打った 

ように、 その 音に 不審 を 打った の は、 中庭に 近い 部屋 

たの も 

に 寝て いた、 伊東 頼 母であった。 

頼 母 は、 この 屋敷へ 来る や、 まず 朝飯の ご馳走に なつ 

た。 給仕 をして くれた 娘の 口から 聞いた こと は、 この 

屋敷が、 飯 塚 薪左衛 門と いう 郷士の 屋敷で ある こと や、 



の 類な し。 この ゆえに 神国と いうな り」 という、 日本 

の 国体に 関する 根本 思想に ついては、 全然 同 一 意見で 

あつたが、 その他の、 学問 上の、 瑣末の 解釈に ついて 

そしり あ 

は、 意見 を 異にし、 互いに 詈 言い、 不和と なった ので 

あった。 もちろん、 性格の 相違 も その 因 をな していた _ 

忠 右衛門 は、 穏和で 寛宏 であった が、 左 衛門は 精悍で 

狷 介であった。 

敵討ちの 原因 

ところが、 去年の 春の ことで あつたが、 忠 右衛門と 



の 江戸から 馳せ 帰り、 一 夜、 忠 右衛門 を 往来に 要して 

ゆくえ くら 

討ち取り、 行衛を 眩ました。 こうな つてみ ると、 伊東 

家に おいても、 安閑と して はいられ なくなり、 

「頼 母、 そち、 左 門 を 探し出し、 討って 取り、 父上の 

妄執 を 晴らせ」 

という ことにな リ、 さて こそ 頼 母 は、 復謦の 旅へ 出 

たので あつたが、 困った ことに は、 彼 は 討って 取る ベ 

き、 左 門と いう 人間 を 知らなかった。 と 云う の は、 こ 

の 時代の 風習と して、 ^庭に いないで、 江戸へ 出、 学 

問に 精進して いたから である。 そう、 頼 母 も 左 門 も、 

幼少の 頃から 江戸に 遊学し、 頼 母 は、 宣 長の 門人 伴 信 



友の 門に 入り、 国学 を 修め、 左 門 は、 平 田 塾に 入って、 

同じく 国学 を 究める 傍ら、 戸ケ 崎 熊太郎 の 道場 に 通い、 

神道 無念 流 を 学び、 二人 は 互いに その 面影 を 知らない 

のであった。 

キリ キリと いう、 轍の 軋る ような 音 を 聞き、 頼 母 は、 

枕から 顔 を 放し、 耳を聳 てた。 

(何ん の 音だろう？) 

音 は、 中庭まで 来たよう であった。 

頼 母 は、 夜具から 脱け 出し、 枕 もとの 刀 を 握る と、 

立ち上がった。 彼の 眼 は、 すっかり 覚めて いた。 彼 は、 

朝飯 を 食べる や、 すぐに 床 を 取って 貰い、 ぐっすりと 



眠リ、 疲労 を 癒し、 今 は 元気 を 恢復しても いるので あつ 

た。 有り明けの 燈に、 刀の 鞘 を 照らしながら、 頼 母 は 

部屋 を 出、 廊下 を 右の 方へ 歩き、 それが、 さらに 右の 

方へ 曲がって いる 角の 雨戸 を、 そっと 開けて 見た。 海 

の 底 かの ように、 庭 は 薄 蒼く 月光に 浸って いた。 庭 は、 

まことに 広く、 荒廃れ ていた。 庭の 一所に、 頼 母の 眼 

ものの かたち 

を 疑が わせる ような、 物象が 出来て いた。 古塚の よ 

うな 形の、 巨大な 岩が、，. 碑 と 小 松と を その 頂きに 持つ 

て、 瘤の ように 立って いるので あった。 それ はまった 

く、 頼 母が、 紙帳から 出て 来た 武士に よって、 気絶 さ 

せられた 地点に —— そこに 出来て いた、 野中の 道 了 様 



そっくりの ものであった。 酷似と いえば、 塚の 左手、 

遙か 離れた 所に、 植え込みが 立って いて、 それが 雑木 

林に 見える の も、 あの 場所の 景色と そっくりであった _ 

(紙帳が 釣って は あるまい か？) ゾッ とする ような 気 

持ちで、 頼 母 は、 植え込み を 見た。 しかし 紙帳 は 釣つ 

ちが 

てはなかった。 あの 場所の 景色と 異ぅ ところ は、 あそ 

こで は、 塚と 林との 彼方が、 広々 と 展開け た 野原 だつ 

はいじろ 

たのに、 ここで は、 土塀が、 灰白く 横に 延びて いる だ 

けであった。 

ほ 

(碑に は、 髭 題目が 刻ら れて あるに 相違な い ) こう 思 つ 

て、 頼 母 は、 縁から 下り、 塚の 方へ 歩いて 行き、 碑 を 



仰いで 見た。 碑 は、 鉛め いた 色に 仄 見えて いたが、 は 

なまず 

たして、 南無妙法蓮華経 という、 七 字の 名号が、 鯰の 

髭の ような 書体で、 刻ら れ てあつた。 (不思議 だな あ) 

と 眩きながら、 頼 母 は、 少し 湿って はいるが、 枯れ草 

力 も た たず 

が、 氈 のように 軟らかく 敷かれて いる 地に 佇み、 (道 

了 様の 塚 を、 何ん のために、 中庭な どへ 作った ので あ 

ろう？) 

急に 彼 は 地へ 寝た。 

老 幽鬼 出現 



(こうこ こへ 俺が 気絶して 仆れれ ば、 あそこでの 出来 

事 を、 再現した ことになる) 

彼 はしば らく 寝た ままで 動かなかった。 二十 一歳と 

はいっても、 前髪 は 立てて おり、 それに、 氏素姓よ く、 

坊ちゃん として 生長って 来た 頼 母 は、 顔 も 姿 も 初々 し 

くて、 女の子の ようで あり、 それが、 雲 一片ない 空か 

ら、 溢れる ように 降り注 いでいる 月光に 照らされ、 寝 

あいま なまめ 

ている 様子 は、 無類の 美貌と 相俟って、 艷 かしく さえ 

見えた。 

と、 例の、 キリ キリと いう 音が、 植え込みの 方から 

聞こえて 来た。 頼 母 は 飛び起きて、 音の 来る 方 を 睨ん 



し！」 

と 叫び、 老人の 刀 持つ 手に 取リ鎚 つた。 呆 であった。 

しかし 老人 は、 

「娘 か、 用心お し！ 来栖 勘兵衛 が、 わし を 殺しに 来 

たぞ よ！ そこに 勘兵衛 がいる！」 

と 叫び、 尚、 車 を 進めようと、 片手の 棒で、 地上 を 

漕ごうと する ので あ つ た。 

「いえいえお 父 様、 あの お 方 は 来栖勘 兵衛で は) 」 ざ い 

ません。 よく ご覧なさい まし、 お 年が 違います。 勘 兵 

衛 より、 ずっとお 若う ございます」 

こう 云われて 老人 は、 はじめて 気づいた ように、 つ 



た。 いっか 老人の 手から、 刀 も 棒 も 放され、 刀 は、 車 

の 前の、 枯れ草の 上に 落ちた。 何ん と 老人 は 眠って い 

るで はない か。 刀 を 構え、 この 様子 を 眺めて いた 頼 母 

は、 危険 はない と 思った か、 刀 を 鞘に 納め、 二人の 方 

へ 寄って 行った が、 

「呆 殿、 そのご 老人 は？」 と、 探る ように 訊いた。 

「父で ございます」 II 菜の 声 は 泣いて いる。 

「ご 尊父？ では、 薪 左衛門 殿で？」 

呆は 黙って 頷いた。 

「それに 致しても、 ご 尊父に は、 ご 自身 を、 有 賀又兵 

衛じ やと 仰せられ たが？」 



「 父 は 乱心 いたしお るので ござい ます」 

「はは あ」 頼 母 はやつ と 胸に 落ちた ような 気がした。 

きちがい いざ 

狂人で でもなければ、 深夜に、 甓リ 車な どに 乗り、 刀 

を 背負い、 現われ出で、 自分 を来栖 勘兵衛 などと 見誤 

り、 ガム シャラ に 斬って など かかる 害 はない。 (俺 は、 

狂人 を 相手に していた のか) 頼 母 は、 鼻白む ような 思 

いがした が、 

「ご 乱心と はお 気の毒な。 していつ 頃から？」 

「五 年 前の、 ちょうど 今日、 府中の 火 祭りの 日で ござ 

いました が、 松 戸の 五郎蔵と 申す、 博徒の 頭が 参り、 

おのれ 

父と、 密談いた しおり ましたが、 突然 父が、 『汝、 来 



栖勘 兵衛、 執念深く もま だ、 この 有賀 又兵衛 を、 裏切 

リ 者と 誣いお るか！』 と 叫び ましたが、 その 時 以来… 

〜」 

菜 は、 片袖を 眼に あてて 泣いた。 

屋根ば かりに 月光 を 受けて、 水の ような 色 を 見せ、 

窓 も 雨戸 も、 一様に 黒く、 廃屋の ように 見えて いる 屋 

敷 は、 不幸な 人々 を 見守る かの ように、 庭 をへ だてて 

立って いた。 

(有賀 又 兵衛、 来 栖勘兵 衛？) と、 頼 母 は、 考え込ん 

だ。 頼 母 は、 有賀又 兵衛、 来栖 勘兵衛 という、 伝説 的 

にさえ なって いる、 二人の 人物の 噂 を、 亡き 父から 聞 



しまった 害であった。 しかるに、 薪 左衛門 殿が、 その 

有賀 又兵衛 だとい う。 (何故だろう？) しかし、 頼 母 は、 

きちがい 

すぐ 苦笑した。 (相手 は 狂人な の だ、 狂人の 云う こと 

などに、 何故 も 不思議 も ある もの か) 

「呆 殿」 と、 頼 母 は、 塚の 方 を チラ リと 見た が、 「お 訊 

きいた したい は、 ここに 作られて あります 古塚、 どう 

やら これ は 野中の 道 了の …… 」 

云われて 采も、 眼に あてて いた 袖の 隙から、 塚の 方 

を 眺めた が、 

「ま、 ま、，」 

「野中の 道 了の 塚 を、 お 屋敷の 庭へ 作られる と は、 何 



と …… 庭師に 云い 付け、 同じ 形 を 作らせました ところ、 

うつろ ごころ 

虚妄の 父、 それ を 同じ 道 了 様と 思い、 このように 蹵 

車に 乗り、 朝晩に その 周囲 を 廻り …… 」 

悲しそう に、 また 呆は、 眠り こけて いる 父親 を 見や 

るので あった。 

身に つまされて 聞いて いた 頼 母 は、 いっか、 呆の前 

へ 腰を下ろし、 腕 を 組んだ。 

急に 呆は、 怒りの 声で 云った。 

「父 を 脅かす 者 は、 松 戸の 五郎蔵な ので ございます。 

わたくし き やつ 

父 は 妾 に 申しました。 『五郎蔵が 殺しに 来る。 彼奴 

に は 大勢の i 児が あるが、 俺に は 乾 児な ど 一 人 もない。 



味方が 欲しい、 旅のお 侍 様な どが 訪ねて 参ったら、 泊 

め 置け』 と。 …… 」 

(そうだった のか) と 頼 母 は 思った。 (不思議に 厚遇 

される と 思った が、 さて は、 いつの 間に か 俺 は、 この 

屋敷の 主人の、 警護 方に されて いたの か) しかし 事情 

が 事情だった ので、 怒り も、 笑い も 出来なかった。 

更けて 行く 夜 は、 次第に 寒くな つて 来た。 老人 をい 

つまで も 捨てて おく こと は 出来なかった。 二人 は、 

くるま 

蹵車を 押して、 屋敷の 方へ 行く ことにし、 頼 母 は、 ま 

ず、 草に 捨てて ある 刀 を 拾い 取り、 老人の 背の 鞘へ 差 

してやった。 それから 蹵車を 押しに かかった。 



をそう まで 感動 させた のか 解らなかった。 手と 手と 触 

れ 合った ことな ど、 彼 は、 気がつかなかった ほどで あ 

る。 それほど 彼 は 無邪気な のであった。 しかし、 菜の 

感動が、 自分 を 愛しての それで あると いう こと は 直覚 

された。 この ことが 今度 は 彼 を 感動 させた。 

(この 娘が わし を！) 

その 娘 は、 自分に とって は 命の 恩人と 云えた。 この 

娘の 介抱がなかったら、 自分 は 今朝 死んで いたか もし 

t な レ！ 

(この 娘が わし を！) 

頼 母の 心へ 感謝の念が、 新たに 強く 湧き、 それと 一 



緒に、 愛情が ヒタ ヒタと 寄せて 来る の を 覚えた。 

立ち尽くし、 見詰め 合って いる 二人の 頭上に は、 練 

お ま 

り 絹に 包まれた ような 朧 ろの 月が かかって い、 その 

したべ かえる かり ひとつら 

下 辺 を、 帰 雁の 一連が 通って いた。 花吹雪が、 二人の 

身 を 巡った。 

あまく に 

「勘 兵 衛！」 と、 不意に 老人が 叫んだ。 「天国の 剣 を 

おのれ 

奪った の も 汝の害 じ や！ それ を この 身に！」 

(天国？) と、 頼 母 は、 ヒャリ とし、 恍惚の 境い から 

醒めた。 

(この 老人 も、 天国の こと を 云う！) 

父、 忠 右衛門が、 横死 を とげ、 自分が 復謦の 旅へ 出 



るよう になった の も、 元はと いえば、 天国の 剣の 有無 

の 議論から であった。 頼 母 は、 天国の 名 を 聞く ごとに、 

ヒャリ とする ので あ つ た。 

(紙帳から 出て 来て、 俺に 体 あたり を くれた 武士 も、 

天国の こと を 云った が、 薪 左 衛門殿 も、 天国の こと を 

…… ) 

頼 母 は、 薪 左 衛門を 見た。 薪 左 衛門は 眠って いた。 

眠った ままの 言葉だった ので ある。 

五郎蔵の 賭場 



ていた。 以前から 五郎蔵が、 自分の ものにしようと 苦 

心し、 それ を、 柳に 風と 受け流し、 今に 五郎蔵の 自由 

にならない ところから、 博徒 仲間で、 噂の 種に なって 

いる、 お 浦と いう 女であった。 二 業 —— つまり、 料理 

屋と 旅籠 屋とを 兼ねた、 武蔵屋 というのへ、 一、 二 年 

前から、 流れ 寄って 来て いる、 いわゆる 茶屋 女な ので 

ある。 年 は 二十 七、 八で もあろう か、 手入れの 届いた、 

なめ こころ 

白い、 ^し 革の ような 皮膚 は、 男の 情緒 を 悩ます に 足 

おやま のうじょう 

リ、 受け口め いた 唇 は、 女形の ように 濃 情であった。 

ちりめん あついた 

結 城の 小袖に、 小紋 縮緬の 下着 を 重ね、 厚板の 帯 を 結 

んで いる。 こんな 賭場へ 来て いるの は、 五郎蔵が、 



「おいお 浦、 祝儀 ははず むから、 小屋へ 来て、 客人の、 

酒 や 茶の 接待 をして くんな」 と 頼んだ からで あるが、 

その実 は、 五郎蔵と して は、 片時 もこの 女 を、 自分の 

側から 放したくない からであった。 

(賭場に 神棚が 祭って あるの は 変 だな) 

と、 盆の 背後、 客人の 間に 雑じって 立って いた 頼 母 

は、 五郎蔵 やお 浦から 眼 を 外し、 五郎蔵の 背後、 天井 

に 近く 設けられて ある、 白木 造りの 棚 を 眺めた。 紫の 

幕が 張って あり、 燈 明が 灯して あった。 

(何 かの 縁起に は 相違 あるまい が) 



いている からよ。 喜 代 三、 勝負し ろ」 

(天国 様？) 

ことば 

と、 五郎蔵の 言葉 を 小耳に 挾んで、 不審 を 打った の 

は、 頼 母で、 

(それじゃ ァ あの 神棚に は、 天国の 剣が 祭って あるの 

か？) 

改めて 神棚 を 眺めた。 燈 明の 火が 明るく 輝き、 紫の 

は しんちゅう びょう 

幕が、 華やかに 栄え、 その 奥から、 真鍮の 鋇を 持つ 

ほこら とぼ そ 

た祠 の、 扉が 視 いていた。 

(あの 祠の 中に 天国が あるので は あるまい か) 

彼が ここへ 来たもう 一 つの 目的 は、 五郎蔵が 来栖勘 



いる。 

ざま 

(態ァ 見ろ！) というよ うに、 染 八が、 浪人の 前から、 

百 一 一十 五 両を搔 き 集めようと している のが 見えた。 

「待て！」 

浪人が 刀 を 抜き、 ビタリと 目 紙の 上へ 置いた。 

「その 金、 引く ことならぬ！」 

「何 を！」 

「賭場 荒らし だ— ッ」 

場内 総立ちに なった。 

瞬間に 浪人 は、 編 笠 を 刎ね 退け、 蒼 黒い、 痩せた、 

頰 骨の 高い、 五十 を 過ごした、 兇暴の 顔 を 現わし、 落 



めく ま み つ 

ち 窪んで、 眼隈の 出来て いる 眼で、 五郎蔵 を 凝視め た 

，、ゝ 、 

力 

「お 頭ァ、 いや 親分、 お 久し振りで ござんす ねえ」 と、 

言葉まで 侍らし くな く、 渡世人 じみた 調子で、 「いつも 

全盛で、 おめでとう ございます」 

五郎蔵 は、 相手の 顔 を 見、 不審し そうに 眼 を ひそめ 

たが、 そろり と 脇差し を 膝へ 引き付け ると、 

P り や 

「 汝 ァ？」 

しぶえ てんぜん 

「渋 江 典 膳で。 ：•：• お見忘れた ァ情 ねえが、 こう 痩せ 

涸れて しまつち ゃァ、 人相 だって 変る 害で。 …… それ 

にさ、 お別れし てっから、 月日の 経つ こと 二十 年！ 



この頃、 頼 母 は、 物思いに 沈みながら 誠訪 神社と 

府中と を繫 いでいる 啜 道 を、 府中の 方へ 歩いて いた。 

賭場で 見聞した ことが、 彼の 心 を 悩まして いるので 

あった。 渋 江 典 膳と いう 浪人が、 五郎蔵 を 脅かした 言 

葉から 推す と、 いよいよ 五郎蔵 は来栖 勘兵衛 であり、 

飯 塚 薪 左衛門 は、 有賀 又兵衛 のように 思われて ならな 

かった。 そうして、 五郎蔵が 来栖 勘兵衛 だとす ると、 

神棚に 祭られて あつたの は、 天国の 剣に 相違ない よう 

に 思われた。 この こと は 頼 母に とって は、 苦痛の こと 

であった。 

(天国の 剣が、 存在 するとい うこと が 確かめられれば、 



父の 説 は、 誤りと いう ことになる。 しかるに 父 は、 そ 

の 誤った 説で、 五味 左衛 門と 議論した あげく、 試合 ま 

でして、 左 衛門を 打ち 挫き、 備中守 様の ご 前で 恥 を か 

かせた。 そのために 左 衛門は 悲憤し、 屠 腹して 死んだ 

ので あるから、 左 衛門を 殺した の は、 父で あると 云わ 

れても 仕方がなく、 左衛 門の 枠 左 門が、 父 を 討った の 

は、 敵討ちと いう ことになる。 その 左 門 を、 自分が、 

父の 敵と して 討つ という こと は、 ご 法度の、 「又 敵討ち」 

になろう では あるまい か) 

(いっそ、 天国 を 手に入れ、 打ち砕き、 この 世から な 

くな してし ま つ たら) 



こんな 考えさえ 浮かんで 来る のであった。 

(天国の ような 名刀が、 二 本 も 三本 も、 現代に 残って 

いる 害 はない。 あの 天国 さえ 打ち砕いて しまったら) 

枯れ草に 溜って いる 露 を、 足に 冷たく 感じながら、 

頼 母 は、 府中の 方へ 歩いて 行った。 

と、 行く手に 竹 藪が あって、 出た ばかりの 月に、 

葉 叢 を、 薄白く 光らせ、 微風に そよ いでいた が、 その 

藪 蔭から、 男女の 云い 争う 声が 聞こえて 来た。 頼 母 は、 

(はてな？) と 思いながら、 その 方へ 足 を 向けた。 

府中の 方へ 流れて 行く、 幅 十 間ば かりの、 髪 川と い 

う 川が、 竹 藪の 裾 を 巡って 流れて いて、 淵 も 作れない 



「どこへ 行く の だお 浦、 ひどく 寂しい 方へ 連れて行く 

ではない か …… 」 

と、 典 膳 は、 お 浦の 肩へ 手 を かけよう とした。 

お 浦 は、 それ をい なした が、 

「何 をお 云いな の だよ。 この 人 は …… 」 

そのく せ、 心で は、 ( 一 筋緦 ではい けそう もない。 … 

…それに こんな 破落戸 武士、 殺した ところで。 …… そ 

うだ、 いっそ 息の根 止めて …… ) と、 思って いるので 

あった。 

典 膳が よろめいて、 お 浦の 肩へ ぶっかった 時、 お 浦 

ふところ 

は、 何気な さそう に、 典 膳の 懐中へ 手 を やった。 



「鋼鉄 さ、 斬れる 金 さ」 

あいくち 

お 浦 は、 片手 を 懐中へ 入れ、 呑んで いた 匕首 を 抜く 

と、 「そ ー れ、 斬れる 金 を！」 と、 典 膳の 脇腹へ 突っ込 

んだ。 

おのれ 

「ヒェ ー ッ、 お 浦ァ— ッ、 さて は 汝！」 

「汝も 蜂の 頭 も ぁリゃ ァ しな いよ」 

胴卷 をグル ダルと 手繰り 出し、 背 を 抱いて いた 手 を 

放す と、 典 膳 は、 弓の ようにの け 反った まま、 川の 中 

へ 落ちて 行った。 

(止 どめ を剌 さなか つ たがよ か つた かしら？) 

お 浦 は、 岸から 視き 込んだ。 急の 水 は、 典 膳 を 呑ん 



「ようご 存知」 

「ご 神体 は？」 

「はい、 天国と やらいう 刀 …… 」 

「天国 P おお、 やっぱり— お 浦 殿、 その 天国 

を 拝見したい のじ やが」 

「天国 様 を 9 異なお 頼み。 …… 何んで？」 

「拙者 は 武士、 武士 は 不断に、 名刀 を 恋うる もの。 天 

国 は、 天下の 名器、 至宝 中の 至宝、 武士 冥利、 一 度 手 

に 取って 親しく」 

「なるほど ねえ、 さようで ございま すか。 …… いえ、 

さようで ございましよう とも、 女の 身の 妾な どに して 



と、 頼 母 は、 お 浦 を 押し やった。 

「あい、 どうせ 五郎蔵 親分が 眠って から …… 子の刻 頃 

…：- J 

「間違い ござる まいな」 

「何ん の 間違いな ど。 …… あなた 様 こそ 間違いな く… 

…」 

「お待ちし ましょう」 

と、 云い 棄て、 頼 母 は 歩き 出した。 お 浦 は、 その 

背後 姿 を、 なお 恍惚と した 眼 付きで 見送った が、 

(妾 ァ、 生き甲斐 を 覚えて 来たよ) 



ほどの、 古びた 建物で、 静けさ を 好む 客な どのた めに 

建てた ものら しかった。 離 座敷 は、 月に 背中 を 向けて 

いたので、 中庭 を距 てた、 こっちの 廊下から 眺める と、 

屋根 も、 縁側 も、 襖 も、 一様に 黒かった。 お 浦 は、 そ 

この 一間に、 自分 を 待って いる 美しい 若衆 武士の こと 

を 思う と、 胸が ワク ワクす るので あった。 (早く この 

天国 様 をお 目に かけて、 その代りに …… ) と、 濃 情の 

この 女 は、 刀 箱 を 抱えて いた。 

やがて、 離 座敷の 縁側まで 来た。 お 浦 は、 年に も、 

茶屋 女と いう 身分に も 似ず、 闇の 中で 顔 を赧ら めな が 

ら、 部屋の 襖 を あけ、 人に 見られ まいと、 いそいで 閉 



め、 

「もし。 …… 参り ましたよ」 

うつろ ともしび 

と 虚 のよう な 声で 云い、 燈火 のない 部屋 を 見廻した。 

と、 闇の 中に、 仄白く、 方形の 物が 懸かって いた。 

(おや？) とお 浦 は 近寄って 行った。 紙帳であった。 

(ま、 どうしょう、 部屋 を 間違え たんだよ) 

と、 あわてて 出ようと した 時、 紙帳の 裾から、 白い、 

細い 手が 出て …… 、 

「あれ！」 

しかし、 お 浦 は、 紙帳の 中へ 引き込まれた。 

ちかく にわとり 

附近の 農家で 飼って いると 見え、 家 鶏の 啼き 声が 聞 



き 伏しす るよう になって から、 だんだん 一本気と なり、 

狭量と なり、 残忍 殺伐と なった。 何故だろう？ 狭い 

紙帳 を 天地と し、 外界と 絶ち、 他を排 し、 自分 一 人 だ 

けで 生活す ようになつ たからで ある。 そういう 生活 は 

孤独 生活で あり、 孤独 生活が 極まれば、 憂欝と なり 絶 

望 的と なる。 その 果て は、 気の 弱い者なら 自殺に 走り、 

気の 強い ものなら、 欝積して いる 気持ち を、 突発的に 

爆発 させて、 兇暴の 行為 をす るよう になる。 左 門の 場 

合 は その後 者で、 無意味と いいたい ほどに も 人 を 斬り、 

残忍性 を 発揮す るので あった。 

「突然 はいって 来た この 女 は 9 」 



自分 を 父の 敵 だと 云い、 復謦の 旅へ 出た という こと を 

知った。 彼 は 冷笑し、 (討ちに 来る がよ い、 返り討ちに 

い ま 

してやる ばかり だ) とその 時 思った。 そうして 現在で 

は、 天国 を 求める 旅の ついでに、 こっちから 頼 母 を 探 

し 出し、 討ち取ろうと 心掛けて いるので あった。 

正気に 甦る と 見えて、 お 浦が 動き 出した。 肉附 きの 

よい、 ムッ チリと した 腕 を、 二 本ながら、 夜具から 脱 

き、 敷き布団の 外へ 抛り 出した。 

と、 左 門 は、 刀 箱 を摑ん だが、 素早く、 自分の 背後 

へ 隠し、 その 手で、 膝 脇の 自分の 刀 を 取り上げた。 女 

が 正気に 返り、 騒ぎ 出したら、 一 討ちに する つもりら 



ほ 

燈 火の 光 を 受けて、 刻り を 深く し、 彫刻の ような 端麗 

さ を 見せて いた。 

「事 ノ利ト 云 フハ、 我 一 ヲ以 テ敵ノ ニニ 応ズル 所 也。 

譬バ、 撃チテ 請ケ、 外シテ 斬ル。 是レ 一 ヲ以テ ニニ 応 

ズル事 也。 請ケテ 打チ、 外 シテ斬 ルハ、 一 ハー、 ニハ 

ニニ 応ズル 事 也。 一 ヲ以テ ニニ 応ズル 時 ハ必ズ 勝ッ」 

彼 は 口の 中で 読んで 行った。 

(すなわち、 積極的に 出れば 必ず 勝つ という ことなの 

だな) 

彼 は、 本来が 学究的の 性格だった ので、 剣道 を 修め 

るに も、 道場へ 通って、 竹刀 や 木刀で 打ち合う こと だ 



けで は 満足し ないで、 沢庵 禅師の 「不動 智」 とか、 宫 

本武 蔵の 「五輪の 書」 とか、 そういう 聖賢 や 名人の 著 

ひもと 

書を繙 くこと によって、 研究 を 進めた。 今、 二 刀 斎 

先生 剣法 書」 を 読んで いるの も そのためであった。 

(積極的に 出れば 必ず 勝つ という こと だな …… 少なく 

も、 五味 左 門と 出合った 時には、 この 法で、 この 意気 

で、 立ち合わなければ ならない) 

(お 浦 はどうした ものであろう？) 

頼 母 は、 「 一 刀 斎 先生 剣法 書」 から 眼 を 放し、 考えた。 

さっき、 縁側で 人の 気配が したので、 それ かと 思つ 

たと ころ、 隣り の 部屋の 襖が 開き、 そこへ はいつ て 行つ 



たらしく、 音沙汰 なくなった。 その後 は、 人の 来る 様 

子 もなかった。 

(浮気者ら しかった お 浦、 俺の ことな ど 忘れて しまつ 

たの かも 知れない) 

時が 経って 行った。 寝静まつ ている 旅籠から は、 何 

んの 物音 も 聞こえて 来なかった。 

立ち向かった 左 門と 頼 母 

突然、 隣り の 部屋から、 女の 叫び声の 聞こえて 来た 

の は、 さらに それから しばらく 経った 後の ことで あつ 



た。 (はてな？) と 頼 母 は 耳を澄ました。 (変 だ！) … 

…というの は、 その 女の 叫び声が 「頼 母 様！」 と 聞 こ 

え、 「天国 様 を」 と 聞こえた からであった。 しかし それ 

だけで、 後 は 聞こえて 来なかった。 

(空耳だった かな) 

そのく せ 頼 母 は、 傍らの 刀を摑 み、 立ち上がった。 

襖 を あけて 縁側へ 出た。 すぐ 眼に はいった の は、 月光 

で、 霜で も 降った ように 見える 広い 中庭と、 中庭 を距 

てて 立って いる 母屋と であった。 縁側 を 左の 方へ 数 歩 

あゆめば 隣り 部屋の 前へ 行けた。 そこで 頼 母 は 足音 を 

忍ばせ、 隣り 部屋の 前まで 行き、 また、 耳を澄ました。 



たしかに 人の いる 気配 はあった が、 声 は 聞こえな かつ 

た。 

(これから どうした ものだろう？) 

不鎂 けに 襖 を あける こと は 出来なかった。 とはいえ、 

女の 声で、 自分の 名 を 呼び、 天国 様 をと 云った からに 

は、 —— 空耳で ない として —— 声の 主 を 確かめた かつ 

た。 

(まさかお 浦が、 こんな 部屋へ 来て いようと は 思われ 

なレカ ) 

しかし …… いや、 しかし も 何もない、 声の 主 を 確か 

めさえ すれば よいの だ— しかし、 それ をす るに 



は、 やっぱり 襖 を あけなければ …… 。 

とが 

(咎められたら、 部屋 を 間違えた と 云えば よい) 

頼 母 は、 わざと 無造作に 襖 を あけた。 

「あ ッ」 

声と 一緒に、 ほとんど 夢中で、 頼 母 は、 庭へ 飛び 下 

り、 これ も 夢中で 抜いた 刀 を、 中段に 構え、 切っ先 越 

しに、 部屋の 中 を 睨んだ。 

見誤りではなかった。 帳 内で 灯って いる 燈の 光で、 

だいだいいろ もうろう おもて 

橙 黄色に 見える 紙帳が、 武士の 姿 を 朦朧と、 その 紙面 

へ 映し、 暗い 部屋の 中に 懸かって いる。 

(林の 中に 釣って あった 紙帳 だ。 では、 あの 中に いる 



武士 は、 五味 左 門に 相違ない。 …… 先夜 は、 知らぬ こ 

とと はいえ、 同じ 飯 塚 薪 左衛門 殿の 屋敷へ 泊ま リ 合わ 

せ、 今夜 は、 同じ この 旅籠の、 しかも 壁一重へ だてた 

部屋に 泊まり 合わせようと は) 

運命の 不思議 さ 気味 悪さに、 頼 母 は、 一 瞬間 茫然と 

したが、 

(左 門 は 親の 敵、 あくまで 討ち取らなければ ならない 

ので あるが、 あの 凄い 腕前で は …… ) 

体の 顫え を 覚える ので あ つ た。 

しかし 彼に とって、 一抹の 疑惑が あった。 紙帳 は、 

左 門ば かりが 釣って いると は 限らない。 紙帳の 中の 武 



士は、 左 門で はない かもしれ ない …… 。 

(何ん とい つ て 声をかけたら よかろう か？) 

彼 はしば らく 紙帳 を 睨んで 躊躇った。 

紙帳 は、 そういう 彼 を、 嘲笑 うかのよ うに、 そよ ぎ 

もしないで 垂れて いる。 

「卒爾ながら、 紙帳の 中のお 方に お訊ね 致す」 

と、 とうとう 頼 母 は、 少し 強ば つた 声で 云った。 

「貴殿、 先夜、 飯 塚 薪 左衛門 殿の 屋敷へ、 お泊まりで 

はなかった かな」 

こう 云つ てから、 これ はいい こと を 訊いた と 思った _ 

泊まった といえば、 紙帳の 中の 武士 は、 五味 左 門に 相 



「そう 云われる 貴殿 は、 どなたで ござる かな？」 

と 訊き返した。 

「拙者 は …… 」 

と、 頼 母 は 云った が、 当惑した。 本名 を宣る もの だ 

ろうか、 それとも、 偽名 を 使った ものだろう か？ 

(相手が 五味 左 門なら、 当然 宣 りかけ て 討ち取ら なけ 

れ ばなら ないし、 もし また 人違いなら、 無断に 襖 を あ 

け、 抜き身 を さえ 構えて 誰何した 無礼 を、 これ また、 

本名 を宣 つて 詫びなければ ならない の だから …… ) 

頼 母 は、 本名 を宣る ことにした。 

「拙者 こと は、 伊東 頼 母と 申し、 隣り の 部屋へ 泊まり 



「ところで、 先刻、 一 人の 女子が、 拙者の 巣へ II 寝 

所へ、 迷い込んで ござる。 美しい 女子で はあり、 先方 

から 参った もので はありして、 拙者、 遠慮なく、 労り、 

介抱いた し …… 女子 も 満足いた した かして 眠って ござ 

る。 …… しかるに その 女子、 貴殿が 姓名 を 宣られ る や、 

眼 覚め、 叫びました のう。 『頼 母 様で ございま すか、 妾 

はお 浦で ございます。 …… 部屋 を 取り違えて こんな 目 

に』 と。 …… さて は、 お 浦と いう 女子、 貴殿の 恋人 そ 

うな。 …… 気の毒 や、 拙者、 貴殿の 恋人 を …… 」 

ここで 左 門 は 例の 含み笑い をした が、 

「それにい たしても、 不思議の ことが ござった よ。 … 



足と であ つ た。 そう、 そういう 姿勢で、 ノビ ノビと 立 つ 

ている 左 門の 体であった。 

(何ん という 構え だ！ おお 何ん という 構え だ！) 

おび ぎゃく 

頼 母 は、 怯えた 心で こう 思った。 (あれが 反対なら、 

脇 構えな の だが) 

そう、 刀 を 自分の 右 脇に 取り、 切っ先 を 背後に し、 

斜め 下にし、 刀身 を 相手に 見えない ようにし、 左足 を 

一 歩 踏み出したならば、 五 法の 構えの 一 つ、 脇 構えに 

なる ので あるが、 左 門の 構え は、 反対な のであった。 

(では 反対の 脇 構え —— 「逆ノ 脇」 なのであろう か？) 

それにしても、 あの 溝え は、 どう 変化す る ことで あ 



説が、 あまりに も ハツ キリと 破壊され たこと になる。 

欝忿を 感ぜざる を 得な か つ た。 

おのれ 

(父の 敵、 自分の 怨み、 汝左 門、 討たい で 置こう か！) 

怒り は 頼 母 を 狂気 させた。 

しかし 左 門の 凄 さ！ 

(どうしょう？) 

この 時、 忽然と 思い出され たは、 やはり 伊藤 一 刀 斎 

の、 剣道の 極意 を 詠った 和歌であった。 

(切り結ぶ 太刀の 下 こそ 地獄 なれ 身 を 捨てて こそ 浮か 

ぶ 瀬 も あれ。 …… そうだ、 身 を 捨てて こそ！) 

頼 母 は 猛然と 斬り 込んだ。 



と、 その 瞬間、 左 門 は、 水の 引く ように、 滑らかに 

後へ退いた。 

(逃げる ぞ！) 

頼 母 は 驚喜した。 自分の 気勢に 恐れて、 左 門が 逃げ 

たと 思った からであった。 頼 母 は 追った。 

何ん たる 軽捷！ 左 門 は、 背後 ざまに 縁の 上へ 躍 

り 上がった。 構え は？ 依然として 逆ノ 脇！ そこへ 

柳が 生えた かの ように、 嫋かに、 少し 傾き、 縁先まで 

追って 来た 頼 母 を 見下ろし ている。 危ない かな 頼 母！ 

左 門の、 例の、 肩から 左 胴まで 柔らかに 湾曲して いる 

腕が 延び、 その 手に 握られて、 背後 ざまに 隠されて い 



(部屋の 中へ 逃げ込ん だの だな) 

頼 母 は 突 嗟に 思った。 

(紙帳の 中へ はいった 箬 はない。 …… では、 背後に？) 

さすがに 用心 をし、 頼 母 は ソロ ソロと 部屋の 中へ は 

また 

いって 行った。 敷居 を 跨ぎ 左右 を 見た。 正面 三、 四 尺 

の 間隔 を 置いて、 紙帳が 釣って あり、 その 左右 は 闇で 

あり、 闇の 彼方に は、 部屋の 壁が 立って いる 害で あつ 

た。 …… 左 門の 姿 は どこに も 見えなかった。 

(紙帳の 背後に 隠れて いるの か、 それとも、 左右 どつ 

ちかの、 紙帳の 横手に、 身 を ひそめて いるの か？) 

頼 母 は、 紙帳 を 巡って、 敵 を 討とうと 決心しながら 



も、 右へ 行こう か、 左へ 行こうかと 迷った。 しかしと 

うとう、 左手へ 心 を 配りながら、 右の 方へ 進んだ。 紙 

帳の 角が すぐ 前にあった。 角の 向こう側に、 左 門が 隠 

れ ている かもしれ ない。 頼 母 は、 やにわに 刀 を 突き出 

して 見た。 闇 を 突いた ばかりであった。 額に、 冷たい 

汗 を 覚えながら、 頼 母 は ホッと 息 を 洩らし、 紙帳の 角 

まで 進んだ。 前方 を 睨んだ。 部屋の 壁と、 紙帳の 側面 

とで 出来て いる 空間が、 ただ、 暗く 細長く 見える ばか 

リで、 敵の 姿 は 見えなかった。 頼 母 は、 ソロ ソロと 進 

んだ。 すぐに、 紙帳の 二つ目の 角まで 来た。 

頼 母の 足 は 動か なくなった。 (あの 角の 向こう側に 



こそ) こう 思う と、 居 縮む のであった。 ほんの さっき 

まで、 左 門な ど 何者 ぞと、 気負い 込んで いた 彼の 自信 

も 勇気 も、 今 は 消えて しまった。 技倆の 相違が そうさ 

せる ので あり、 十 畳 敷き ほどの 狭い この 部屋の 中に、 

恐ろしい 相手が 確か に お りなが ら、 その 姿が 見えな い 

という ことが、 そうさせる のであった。 

(どうした もの か？) 

この 時、 霊感の ような ものが 心に 閃めいた。 

頼 母 はやに わに 刀 を 空に 揮った。 紙帳の 釣り手 を 

切った ので ある。 紙帳の 一 角が、 すぐに 崩れ 出した。 

やわ やわと 橈み、 つづいて 沈み、 方形であった 紙帳が、 



三角の 形と なって、 暗い 中に 懸かって 見えた。 しかし、 

左 門の 姿 は 見えなかった。 三つ 目の 紙帳の 角へ 来て、 

その 釣り 手を切った 時に も、 左 門の 姿 は 見えなかった。 

紙帳 は 今や、 二つの 釣り 手を切られ、 庭に 面した 残リ 

の 二 筋の 釣り手に よって、 掲げられて いるば かりとな 

り、 開けられて ある 襖 を 通し、 中庭が 見えて いた。 

(左 門の 隠れ場所が 解った。 紙帳の 四つ目の 角の 蔭 

だ) 頼 母 はこう 思った。 

左 門 はたして 何処 



先夜、 飯 塚 薪左衛 門の 屋敷で、 紙帳の 中の 武士に、 

同僚 一 一人 を 討 たれた こと を 思い出し たからで ある。 

と、 紙帳の 釣り手が、 次々 に 二 力 所まで 切られた の 

が 見えた。 

(何 か 事件が 起こって いる) と、 二人ながら 思った。 

「小 林 氏」 と、 角 右衛門 は、 汗 を 額へ 産みながら、 「こ 

れは、 あの 時の 武士ら しゅう ござる ぞ」 

おび 

「さよう」 と、 紋太郎 は、 若年 だけに、 一 層 怯え、 地 

に 敷かれて いる 影法師が 揺れる ほどに 顫えながら、 

そやつ 

「其奴が また 誰か を …… どっちみ ち、 あの 部屋で 切リ 

合いが …… 」 



き やつ 

「彼奴と すれば 同僚の 敵、 …… 討ち取らい では …… と 

云って、 あの 凄い 剣 技で は …… こり ゃァ 親分に お話し 

して …… 」 

「乾 児 衆に も …… 」 

「うむ。 …… では 貴殿 …… 」 

「心得て，、， J ざる 」 

と、 紋太郎 は、 母屋の 縁へ 龃け 上がり、 五郎蔵 一家 

の 寝て いる、 奥座敷の 方へ 走って 行った。 

それ を 見送ろう ともせず、 怯えた 眼で、 角 右衛門 は、 

紙帳ば かり を 見て いた。 

と、 また、 釣り手が 一 筋 切られた。 



はじめ い ま せきぜん 

て、 刀 を逆ノ 脇に 構え、 最初から 現在まで、 寂然と 潜 

ん でいた のであった。 一方 は、 隣り 部屋と 境い をな し 

ている 壁で あり、 一方 は、 閉めの こされて ある 襖で あ 

り、 正面 は 紙帳で ある。 —— この 三つの ものに よって、 

濃い 闇 を 作って いる この 場所 は、 何ん と 身 を 隠す に 屈 

竟 〔# 「屈 竟」 は ママ〕 な 所であろう。 

彼 は、 頼 母が、 自分の 方へ は 来ないで、 反対の 方へ 

進み、 紙帳の 釣り手 を、 次々 に 切って おとす の を 見て 

いた。 走り かかり、 背後から、 一 刀に 斬り 斃す こと は、 

彼に とって は 何んでも ない ことであった。 しかし、 彼 

は それ をし なかった。 何故だろう？ 蜘蛛が、 自分の 



刀 持つ 手に しこりが 来、 全身に 汗が 流れ、 五体に 顫え 

が 起こり、 眼が 眩み だして 来た。 …… と、 不意に 一 足 

がま いき 

ヒ ヨロ リと 前へ 出た。 蝦蟇が 大きく 引く 呼吸 をす る や、 

た ま 

空 を 舞って いる 蠅が、 弾丸の ように その 口の 中へ 飛び 

込んで 行く であろう。 ちょうど そのよう に、 頼 母 は、 

おびき よ 

眼に 見えない 左 門の 気合いに 誘引せられ たのであった。 

ハツと 気付いた 頼 母 は、 背後へ 引いた。 が、 次の 瞬間 

に は、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと、 もう 二足 前へ 誘き だされて い 

た。 

猛然と 頼 母 は 決心した。 

(身 を 捨て て - そ！) 



団 となり、 庭 を、 こっちへ 殺到して 来ようと していた- 

五郎蔵の i 児 達であった。 

その 中から 角 右衛門の 声が 響いた。 

き や つ 

「彼奴 こそ、 先夜、 飯 塚 殿の 屋敷で、 我々 の 同僚 二人 

を、 いわれな く 討ち果たしました 悪 侍で ござる！」 

つづいて、 紋太郎 の 声が 響いた。 

かたき 

「我々 同僚の 敵、 お討ち取りく だされ！」 

その 人数の 中へ、 龃け 込んで 行く 頼 母の 姿が 見えた _ 

頼 母の 声が 響いた。 

「彼 は 五味 左 門と 申し、 拙者の 実父 忠 右衛門 を 討ち取 

りました る 者、 本日 巡り逢いました を 幸い、 復謦 いた 



弁慶の、 女物の 小袖であった。 蜘蛛 は、 庭の 左手の 方 

へ、 這って 行った。 

やがて、 母屋と 離 座敷との 間の 通路から、 この 旅籠、 

武蔵屋 の 構外へ 出ようと した。 そうして また そこで、 

地上へ、 血 溜りの ような 物 を II 胴 抜きの 緋の 長襦拌 

を 産み落とした。 

三 個の 死骸 を 間に 挾み、 左 門と 向かい合い、 隙が あつ 

たら 斬り 込もうと、 刀 を 構えて いた 頼 母 も、 その 背後 

に、 後見で もす るよう に、 引き 添って いた 五郎蔵 も、 

刀 を逆ノ 脇に 構え、 頼 母と 向かい合 つていた 左 門 も、 

その 左 門 を 遠巻きに していた 五郎蔵の 乾 児た ち も、 そ 



うして、 この 中庭の 騒動に 眼 を 覚まし、 母屋の 縁 や、 

庭の 隅な どに 集まって いた、 無数の 泊まり 客 や、 旅籠 

おんな 

の婢ゃ 番頭た ち は、 この、 紙帳 蜘蛛の 怪異に 胆を 奪わ 

， J わば い き 

れ、 咳 一 つ 立てず、 手足 を 強張らせ、 呼吸 を 呑んで い 

た。 不意に、 左 門の 口から、 呻く ような 声が 迸った か 

と 思う と、 紙帳 を 追って 走り出した。 

「遁 がすな！」 という、 五郎蔵の、 烈しい 声が 響いた。 

瞬間に、 乾 児た ちが、 再度、 四方から、 左 門へ 斬リか 

かって 行く 姿が 見えた。 しかし 左 門が 振り返り ざま、 

宙へ刀 を 揮う や、 真っ先に 進んで いた 乾 児の 一人が、 

左右へ 手 を 開き、 持って いた 刀 を、 氷柱の ように 落と 



(咽喉が 乾く！ 水が 飲みたい！) 

彼女 はこれば かリを 思って いた。 

(川が あるら しい、 水の 音が する) 

この 時まで も、 小脇に 抱いて いた 天国の 刀 箱 を、 依 

然 小脇に 抱いた ままで、 彼女 は 川縁の 方へ 這って 行つ 

た。 

一方 は 宿の 家並みで、 雨戸 をと ざした 暗い 家々 が、 

数 町の 彼方に 立ち並んで おり、 反対側 は 髪 川で、 速い 

瀬が、 月の 光 を 砕いて、 銀箔 を 敷いた ように 駛 つてい、 

その 対岸に、 今 を 盛りの 桜の 老樹が、 並木 をな して 立 

ち 並んで い、 烈しい風に、 吹雪の ように 花 を 散らし、 



花 は、 川 を 渡り、 お 浦の 肉体の 上へまで 降って 来た。 

そうして、 その 桜 並木の 遙か 彼方の、 斜面 をな してい 

た いま つ 

る 丘の 上の、 詉訪 神社の 辺りで は、 火 祭りの 松明の 火 

が、 数百 も 列 をな し、 蜒り、 渦巻き、 揉みに 揉んで い 

るの が、 火 龍が 荒れ まわって いるかの ように 見えた。 

お 浦 は、 やっと 川縁まで 這い 寄った。 彼女 は、 崖の 

縁 を 越して、 前の 方へ 腕 を 延ばした。 すぐ そこに 川が 

流れて いるものと 思った からら しい。 

(水が 飲みたい、 水 を！) 

しかし 川 は、 彼女の いる 川縁から、 一 丈ば かり 下の 

方 を 流れて いた。 そうして、 川縁から 川までの 崖 は、 



蘇生 はした が、 衰弱し きってい る 彼 は、 川から 這い 上 

がる こと さえ 出来なかった。 助け を 呼ぶ にも、 声 さえ 

出なかった。 彼 はた だ、 岩に 取り 鎚 つてい る だけで 精 

一 杯であった。 

彼の 心 は、 五郎蔵と お 浦と に対する、 怒りと 怨みと 

で 一 杯であった。 

き やつ 

(彼奴ら 二人に 復謦 する ためば かりにも、 生き抜いて 

やらな けり ゃァ) 

こう 思つ ている のであった。 

(昔の 同志、 同じ 浪人 組の 仲間 を、 頭分た る 彼奴が、 

女 を 使って 殺そうと したと は！ 卑怯な 奴、 義理 も 人 



情 も 知らない 奴— そっちが その 気なら、 こっち 

もこつ ち、 彼奴の 素姓 を 発き、 その 筋へ 訴え出て やろ 

う。 即座に 縛り首 だ！ 五郎蔵め、 思い知る がいい！ 

…… お 浦 もお 浦 だ、 女の 分際で、 色仕掛けで 俺 を 騙リ、 

殺そうと は！ どうと もして 引っ捕らえ、 嬲り 殺しに 

してやら なけり や ァ！) 

川から 上がりたい、 水から 出たい と、 彼は鎚 つてい 

る 手に 力 を こめ、 岩 を 這い 上がろう とした。 しかし、 

腰から 下 を 浸して いる 水の、 何ん と 粘っこく、 黐 かの 

ように 感じられる ことか！ どうに も 水切りす る こと 

が 出来ない のであった。 



と、 典 膳 は、 思わず 声 を 上げた。 意外だった からで 

ある。 しかし、 次の 瞬間に は、 誰か、 女が、 この 身 を 

助けよう、 引き上げよ うとして、 手 を 差し出して くれ 

たの だと 思った。 

「お助けく ださいます るか、 忝け のう ござる。 

しょ-つじよ-つよよ 

生々 世々、 ご 恩に 着ます るぞ」 

と、 典 膳 は、 咽喉に こびり ついて 容易に 出ない 声 を 

絞って 云い、 一気に 勇気 を 出し、 川から 岩の 上へ 這い 

上がった。 

菜の 恋心 



こういう 事件が あつ てから 三日の 日が 経った。 

しお リ 

その 三日 目の 朝、 飯 塚 薪左衛 門の 娘の 呆は、 屋敷 を 

さまよ 

出て、 郊外 を 彷徨った。 さまよいながら も 彼女の 眼 は、 

れんぎ よう すもも 

府中の 方ば かり を 眺めて いた。 連翹と 李の 花で 囲ま 

れた 農家 や、 その 裾 を 丈 低い 桃の 花木で 飾った 丘 や、 

うすめの ういろ うぐいすな 

朝 陽 を 受けて 薄 瑪瑙 色に 輝いて いる 野 川 や、 鶯菜ゃ 

大根の 葉に 緑 濃く 彩色ら れ ている 畑な どの 彼方に、 一 

里の 距離 を 置いて、 府中の 宿が、 その 黒つ ぼい 家並み 

を 浮き出させ ていた。 

(今日 あたり 頼 母 様に はお 帰リ あそばす かもしれ な 



い) 

(いいえ、 頼 母 様、 是非お 帰り あそばして ください ま 

し) 

山水の ように 澄んで いる 眼に は、 愛情の 熱が 燃え、 

ざくろ つぼみ 

柘榴の 蕾 のように、 謹まし く 紅い 唇に は、 思慕の 艷が 

き め あこがれ 

光リ、 肌理 細かに、 蒼い までに 白い 皮膚に は、 憧憬の 

つや おとめ 

光沢 さえ 付き、 恋 を 知った 処女 菜の、 おお 何ん とこの 

三日の 間に、 美し さ を 増し、 なまめかし さ を 加えた こ 

とだろう！ 彼女 は 過ぐ る 夜、 屋敷の 中庭で、 頼 母と 

会って 以来、 それまで、 春 を しらずに 堅く 閉ざして い 

た 花の 蕾が、 一時に 花弁 を 開き、 色 や 馨りを 悩ましい 



までに 発散す ように、 呆も、 恋心 を 解放し、 にわかに 

美し さ を 加えた のであった。 

(妾の 良人 は 頼 母 様の 他に はない) 

処女の 一 本気が、 恋と なった 時、 行きつ くと ころ は 

ここであった。 まして 采 のように、 発狂して いる 父親 

しもべ う ぱ 

を 看病し、 老いた る 僕 や 乳母 や、 荒々 しい 旅 廻りの 寄 

とりま 

食 浪人な どば かりに 囲繞 かれ、 陰欝な 屋敷に 育って 来 

た 者 は、 型の 変った 箱入り娘と いうべき であり、 箱 入 

リ娘 は、 最初に ぶっかって 来た 異性に、 全生涯 を委か 

そうとする ものである において を や。 殊に 相手が、 若 

く、 凜々 しく、 頼り 甲斐の ある、 無双の 美丈夫で ある 



において を や。 

(頼 母 様、 早くお 帰りな されて くださり ませ) 

その 頼 母 は、 自分た ち 飯 塚 家に、 わけても 父 薪左衛 

門に 仇 をす る、 松 戸の 五郎蔵と いう 博徒の 親分が、 何 

故 父親に 仇 をす るの か、 五郎蔵の 本当の 素姓 は 何 か？ 

それ を、 自分 たちのた めに 探り 知るべく、 出かけて 行つ 

て くれたの であった。 

(頼 母 様、 お会いし とうご ざいます。 早くお 帰りな さ 

れ てくだ さい まし) 

五郎蔵の 素姓 も、 五郎蔵が、 何故 父親に 仇 をす るの 

か を も、 頼 母の 口から 聞きた く はあった が、 しかし そ 



である。 

名刀 天国 

(天国と いえば、 気 を 狂わせて おられる お 父 様が、 狂 

気の 中で も、 何彼と 仰せられて おられた 名 剣の 害 だが 

…… ) 

それが、 こんな 堰に 浮いて いると は 不思議 だと、 呆 

は、 しばらく 刀 箱 を 見て いたが、 やがて 蹲む と、 刀 箱 

しずく 

を 引き上げた。 箱から したたる ビ ー ドロの ような 滴 

を 切り、 彼女 は、 両手で 刀 箱 を 支え、 じっと見 入った。 



ゆかしい 古代紫の 絹の 打ち紐で、 箱 は 結 えられて いた。 

まさ 

箱 は、 钲の 細かい、 桐の 老木で 作った もので あり、 天 

みやび 

国と 書かれた 書体 も、 墨色 も、 古く 雅 ていた。 

(ともかくもお 父 様へ お 目に かけて …… ) 

その 裾の 辺りへ 去年の 枯れ草 を 茂らせ、 ところ どこ 

ろ 壁土 を 落とした 築地。 鋇は鐳 び、 瓦 は 破損み、 久し 

く 開けない ために、 扉に 干割れの 見える 大門。 —— こ 

ういう ものに 囲まれた 彼女の 屋敷 は、 廃屋の 見本の よ 

うな もので あつたが、 采は、 その 大門の 横の 潜 門 をく 

ぐって 屋敷の 中へ はいつ て 行った。 

その 菜が、 しばらく 経った 時には 屋敷の 奥の、 古び 



ぶっか と き ところ わ す 

意識に 遭遇った 時、 時間と 空間と を 忘却れ る もので あ 

るが、 この 時の 二人が まさに それであった。 

名刀の 威徳 

おいこ， P 

「杲 や」 と、 不意に、 薪 左衛門 は、 優しい 穏 かな 声で 

云った。 

「これ は、 天国の 剣に 相違ない よ。 私に は 見覚えが あ 

る。 遠い昔に —— 二十 年 もの 昔で もあろう か、 五味 左 

衛門 という 者の 屋敷から、 天国の 剣 を 強奪 …… いや ナ 

二、 頂戴した ことがあ るが、 それが この 剣な の だよ。 



いている 手が、 烈しく 顫えて いるの も、 感情 を 抑えて 

いるから であろう。 

父の 苦悶の 顔 を、 下から 見上げて いる 菜の 顔に も、 

恐怖と 不安と 悲哀と が あ つ た。 

(烈しい お 父 様の 苦悶が、 お 父 様 を 駆って、 また 乱心 

に …… ) 

これが 呆には 恐ろしく 悲し いのであった。 

やがて 薪 左 衛門は 弱々 しく 眼 を 開けた。 その 眼に つ 

いたの は、 右手に 捧げて いる 天国の 剣であった。 剣 は、 

依然として、 珠を 延べた かの ように、 気高い、 穏 かな 

光 を 放し、 宙に保 たれて いた。 この 剣の 威徳に は、 煙 



た、 おっしゃい もなさい ました。 …… 何から 申し上げ 

てよ いやら。 …… おおそう そう、 来栖 勘兵衛 という 男 

が、 お 父 様 を 討ちに 来るな どと …… 」 

「来栖 勘兵衛 がわし を 討ちに 9 うむ、 呆ゃ、 そ 

れは 正気に なった 今の わしで も 云うよ。 …… そういう 

ことがある ような 気がする よ」 

「そうしてお 父 様に は、 ご 自分 を、 有賀又 兵衛じ やと 

お つ しゃいました」 

「 」 

「それからお 父 様 は、 来栖 勘兵衛 がわし を 討ちに 来る 

から、 旅の 浪人な どが 訪ねて 来たら、 逗留 させて、 



加担 人に しろと。 …… それで 妾 は、 訪ねて 参られた 

浪人 衆 を、 お泊めいた しまして ございます」 

「そうかえ、 それ はいい こと をして おくれだった ねえ 

…… 来栖勘 兵衛は 強い 男な の だから、 わしに は、 どう 

しても 加担 人が 入，. 用る の だよ」 

みあし 

「それからお 父 様 は、 そのよう にお 御 足が 不自由に な 

られ てから も、 毎日の ように、 野中の 道 了 様へ、 お 

まいり 

参詣に 行かねば ならぬ とおつ しゃい ますので、 いっそ 

道 了 様 を 屋敷 内に 勧 請 いたし たらと 存じ、 道 了 様 そ つ 

くりの 塚 を、 お 庭へ 築きました ところ …… 」 

「おおお お、 そんな 苦労まで、 菜 や、 お前に かけた の 



かねえ。 …… 野中の 道 了 P うむ、 道 了 塚！」 

と、 薪 左衛門 は、 グッと 眼 を 据えた。 

「するとお 父 様に は、 それ を 真の 道 了 様と 思われ、 毎 

晚 のように、 蹵り 車に 乗られ、 塚の 周囲 をお 廻りな さ 

いまして ございます」 

「あさまし いこと だ つたのう」 

「ところが、 数日 前の 晚の ことで ございま すが、 加担 

人と して、 お泊まりく ださいました、 伊東 頼 母 様と 仰 

さまよ 

せられる お 方が、 その 塚の あた リを 逍遙って おられ ま 

すと、 お 父 様が、 来栖勘 兵衛と 勘違いされ、 『勘 兵衛、 

おのれ 

これ、 汝に 逢ったら、 云おう 云おうと 思って いたの だ 



うらみ 

が、 野中の 道 了での 決闘、 俺 は 今に 怨恨に 思って いる 

し ぬ ぎぬ 

ぞ。 …… 事実 を 誣い、 俺に 濡れ衣 を 着せた あげく、 股 

へ 一 太刀— おのれ 勘 兵衛、 もう 一 度 野中の 道 了 

で 決闘し、 雌雄 を 決しようと、 長い 長い間、 機会の 来 

るの を 待 つていた の だ』 とおつ しゃった そうで ござい 

ます」 

「野中の 道 了での 決闘？ フ— ム …… 」 

と、 薪 左 衛門は 考え込んだ。 

(野中の 道 了で、 来栖 勘兵衛 と、 俺 は、 決闘した 覚え 

は ある。 …… だが 何ん の 理由で、 決闘した のだろう？) 

彼に は、 肝心の ことが 解らなかった。 



あたま な お 

(わしの 頭脳 は、 まだ 本当に 快癒り きって いないの か 

もしれ ない) 

大病 をして、 大熱を 発し、 人事不省に 落ち入つ たも 

の や、 乱心して 恢復した 者の ある 者が、 過去の 記憶 を、 

一 切 忘却して しまう ことがある。 一 切 忘却 しないまで 

も、 その 幾 個 か を、 忘れて しまう ことがある。 薪左衛 

門の 場合 は その後 者ら しかった。 

(何ん の 理由で、 俺 は、 勘兵衛 と、 野中の 道 了で 決闘 

したの だろう？) 

思い出そう、 思い出そうと、 薪 左 衛門は 焦心った。 

「杲 や」 と、 薪 左衛門 は、 ％ ましい 声で 云った。 



(幾 万両の 財宝 を 強奪した こと やら) 

奪った 財宝の 八 割まで を、 自分と 勘兵衛 とが 取り、 

後の 二割 を、 配下の 浪人 どもへ 分配して やった 悪辣の 

しわざ 

所業な ども 思い出された。 そうして、 大 仕事 をす ると、 

官 の 探索の 眼 をく らます ため、 一 時 組 を 解散し、 自分 

は 今の 屋敷へ 帰って来、 真面目な 郷士、 飯 塚 薪 左衛門 

として、 穏 しく 生活した ことな ども 思い出されて 来た。 

しち-つ さ 

(下 総の 五味 左 衛門方 を 襲い、 天国の 剣と 財宝と を 奪 

い、 さらに 甲 州の 鴨屋を 襲って、 巨額の 財宝 を 手に入 

ま つ たく 

れ たの を 最後と して、 全然 組 を 解散した つけ) 

(その後、 来栖 勘兵衛 は、 故郷の 松 戸へ 帰り、 博徒の 



頭に なった 害 だ) 

こんな こと も 思い出された。 

(だが、 何ん の 理由で、 俺と 勘 兵衛と は、 この 道 了 塚 

で 決闘した のだろう？) 

決闘の 現場の 道 了 塚へ 来て 考えても、 その 理由ば か 

り は 思い出されな いのであった。 

あたま な お 

(わしの 頭脳 はま だ 快癒り きらないの かもしれ ない) 

淋しく こう 思 つ た。 

と、 その 時、 何ん たる 怪異であろう！ 坐って いる 

道 了 塚の 下から、 大岩を 貫き、 銀の 一 本の 線の ような、 

な ま 

恐怖と 悲哀と を 絢い 雑ぜに した 男の 声が 、 



も、 それ は、 この 季節ら しい 柔らかみ を 帯びた 風景と 

して、 かえって 美しく、 万物 を 受胎に 誘う 春風の 中に、 

もろもろの 香気の 籠って いるのと 共に、 人の 心 を 恍惚 

とさせた。 それに も 関わらず、 薪左衛 門ば かり は、 ふ 

たたび 乱心に 落ち入る かの ように 思われた。 振り 廻し 

ていた 天国の 剣 を、 今 は 額に 押し当て、 沈痛に 肩 を 縮 

め、 全身 をガタ ガタ顫 わせた。 

(声の 秘密 を 解かなければ ならない！ どう あろうと 

解かなければ ならない！) 

その 声 はまた も 岩の 下から、 いや、 岩の 下の 地の 底 

から、 一本の 銀の 線 かの ように、 土壌 を 貫き、 岩 を 貫 



いて 聞こえて 来た。 

「秘密 は 剖かない！ 裏切 リは しない！ 助けてく 

れ ー ッ」 

(あの 声 は、 渋 江 典 膳の 声で はない！ しかし 典 膳と 

一 緒に 働いて いた 男の 声 だ！) 

薪 左 衛門は 呻いた。 

采の 発見した 物 

さまよ 

この頃 呆は、 林の 中 を 逍遙って いた。 

父親の 乱心が 癒った ことと、 恋人の 頼 母が、 今日 あ 



たり 帰って来る だろうと いう 期待と で、 彼女の 心 は 

よろこび のぞみ 

喜悦と 希望と に 燃えて いるので あった。 

(頼 母 様と いえば、 あのお 方と はじめてお 逢いした の 

は、 道 了 様の 塚の 裾 辺りだった つけ) 

呆は、 過ぐ る 日、 気絶して いた 頼 母 を、 この 手で 介 

抱して、 蘇生 させた こと を 思い出した。 

(妾、 あの方の 命の 恩人な のよ。 …… 頼 母 様、 妾 を 粗 

末にして はいけ ない わ) 

つ い 心の中で 甘えたり した。 

林の 中 は、 光と 影との 織り 物 をな していた。 木々 の 

隙 を 通って、 射し 込んで いる 陽光 は、 地上へ、 大小の、 



不思議で ならなかった が、 それと 同時に、 数日 前、 自 

分の 屋敷へ 泊まった 五味 左 門と 云う 武士が、 部屋へ 紙 

帳 を 釣って 寝、 その 中で、 同宿の 武士 を 殺傷した こと 

を 思い出した。 

(その 紙帳で は あるまい か？) 

(まさか！) 

と 思い返した ものの、 気味が 悪かった ので、 呆は立 

ち 去ろうと した。 しかし、 紙帳と か 蚊帳と か を 見れば 

釣リ たくな り、 布団 を 見れば 敷いて みたくなる のが 女 

心で、 呆も、 その 心に 捉えられ、 立ち去る どころ か、 

怖々 では あつたが、 あべこべに 紙帳へ 近寄った。 紙帳 



に は、 泥 や 藁 屑が 附 いていた。 そうして 血痕ら しい も 

のが 附 いていた。 

(気味が 悪い わ) と呆 は、 またも 逃げ腰に なった が、 

でも、 やっぱり 逃げられなかった。 

短く 切られて はいたが、 紙帳に は、 四 筋の 釣り手が 

ついていた。 

いっか 呆は、 その 釣り手 を、 木立ちに むすびつけて 

いた。 

間もなく 紙帳 は、 呆の 手に よって、 空地へ 釣られ、 

ところどころ 裂け目 を 持った その 紙帳 は、 一杯に 春陽 

を 受け、 少し 弛る そうに、 裾 を 地に 敷き、 宙に 浮いた _ 



(この 中で 寝たら、 どんな 気持ちす る もの かしら？) 

この 好奇心 も、 女心の 一 つであろう。 

呆は、 紙帳の 中へ はいろう として、 身をかがめ、 そ 

の 裾へ 手 を かけた。 

しかし 采ょ、 その 紙帳 こそ は、 やはり、 五味 左 門の 

紙帳な ので ぁリ、 三日 前の 夜、 風に 飛ばされて、 ここ 

まで 来た もので あり、 そうして、 その 中へ はいった も 

いのち 

の は、 男なら 殺され、 女なら、 生命より 大切の …… そ 

ういう 紙帳 だのに、 采ょ、 お前 は、 その 中へ はいろう 

とする のか？ 

そんな こと を 知る 箬 のない 菜 は、 とうとう 紙帳の 中 



囲 を、 欝 金色の 綿の 珠が 転がる かの ように、 め まぐ る 

しく 転がり 廻って いた。 と、 筵 を かけた 戸板 を 担い、 

それ を 取り巻いた 十 人の 男が、 街道の 方から 走って 来、 

庭の 中へ はいって 来た。 戸板から 滴が 落ちて、 日和 

つづきで 白く 乾いて いる 庭の 礫の 上へ 滴り、 潰れた 

苺 のよう な 色 を 作した。 

血 だ！ 

「咽喉が 渴 いてた まらね え。 水 だ 水 だ」 

おも- P 

と 喚いて、 一 人の 男が、 一 団 から 離れ、 母屋と 隠居 

家との 間にある 井戸の 方へ 走って 行った。 すると、 母 

屋の 縁側 近くに 集まって、 餌 を あさり はじめていた、 



と、 老婆と が、 母屋の 入り口に 莫蓖を 敷き、 穀物の 種 

を 選り分け ていたが、 その 一団 を 見る と、 呆気に とら 

れ たように、 眼 を 見合わせた。 

咽喉が 渴 いてた まらね え、 水 だ 水 だと 喚いた 最初の 

男が、 井戸端まで 行った 時、 井戸の 背後の 方に、 藁葺 

きの 屋根 を 持った、 古い 小さい 隠居 家が、 破れ 煤 ぶれ 

す あ K1 

た 〔# 「煤 ぶれた」 は ママ〕 障子 を 陽に 焙ら せて 立 つてい 

たが、 その 障子が、 内側から 細目に 開き、 一 人の 武士 

が、 身 を 斜めに 半身 を 現わし、 蒼 味が かった、 幽鬼 じ 

みた 顔を視 かせた。 けたたましく 啼 きたてた 家畜の 声 

に、 不審 を 打った からら しい。 



「わ ッ、 わり ゃァ、 五味 左 門！」 

と、 井戸端まで 迪 りついた 男 は 喚いた。 松 戸の 五郎 

蔵の 乾 児の、 中 盆の 染 八であった。 

一 里. 04 ！ 」 

と 染八は 脇差しへ 手 を かけた。 遅かった。 

この 時、 もう 左 門 は、 その 独活の 皮を剝 いたよう に 

白い 足で、 縁 板 を 踏み、 地へ 下り、 染 八の 面前へまで 

殺到して 来て いた。 

「わ ッ」 

けまリ まリ も の 

染 八の 肩から、 こう 蹴 鞠の 氆の ような 物体が、 宙へ 

飛び あがり、 それ を 追って、 深紅の 布が 一筋、 ノシ上 



それにしても、 どうして 彼 は、 農家の 隠居 家な どに 

いたのであろう？ 何んでも なかった、 三日 前の 夜、 

府中の 武蔵屋 で、 ああい う 騒動 を惹き 起こした が、 切 

り 抜けて 遁 がれた。 遁 がれた ものの、 伊東 頼 母 を、 返 

リ 討ちに する ことが 出来なかった ことが 残念であった。 

き やつ 

(いずれ は 彼奴 も、 この 左 門 を 討とうと、 この 界隈 を 

探し 廻って いる ことであろう、 そこ を 狙って 討ち取つ 

て やろう) 

こう 思い、 あの 農家に 頼み込み、 しばらく 身 を 隠し 

て 貰って いたのであった。 出かけて 行って、 頼 母の 居 

場所 を 探りた く はあった が、 松 戸の 五郎蔵 一味が、 ま 



一 つの 大きな 目的の 対象で もあった。 頼 母 を 殺し、 そ 

の 血 を 注ぎ、 憤死され た 父上の 妄執 を 晴らして あげた 

い！ その 血 を 注ぐ 対象が 紙帳な ので あるから。 

その 紙帳 を 紛失した 彼であった。 淋しそう に、 気 抜 

けした ように 歩いて 行く の は、 当然と いってよ かろう。 

ひと 

(あの 夜 紙帳が、 独りで 歩いた の は、 中に お 浦が いて、 

紙帳から 出ようと したが 出られず、 もがきながら 走つ 

たから だ。 それ は、 あの 女の 着て いた 物が、 次々 に 脱 

げて、 地へ 落ちた ことで 知れる) 

しかし、 その後、 紙帳 やお 浦 はどうな つたこと か？ 

それが 解らない からこ そ、 左 門 は 憂欝な のであった。 



林 を 縫って 流れて いる 小川が あり、 水が 清らか だつ 

たので、 底の 礫 さえ 透けて 見えた。 それ を 左 門が 跨 

いで 越した 時、 水に 映った 自分の 姿 を 見た。 顔に 精彩 

がなかった。 

(家 を 喪った 犬 は、 みすぼらし いものの 代表の ように 

云われて いるが、 俺に とって は 紙帳 は 家 だ。 それ を 

失った の だからな ァ) 

顔に 精彩の ない の も 無理が な いと 思った。 

(どうぞして 紙帳 を 探し出した いもの だ) 

彼 は 黙々 と 歩いて 行った。 

それにしても、 何故 彼 は、 道 了 塚の 方へ 行く ので あ 



ろう？ たいした 理由が あるので はなく、 数日 前 ここ 

の 林へ 紙帳 を 釣って 野宿した ことがあり、 それが 懐か 

しかった のと、 五郎蔵の 乾 児 二人 を 斬り、 身 を かくし 

たと ころが 林で、 その 林が 道 了 塚の 方へ つづいて いた 

ので、 それで 道 了 塚の 方へ 足 を 運ぶ までであった。 

彼 は、 どうして 五郎蔵の 乾 児 二人が、 自分の 隠れて 

いる 農家な どへ やって来た のか、 解らなかった。 

(やはり 五郎蔵 一 味め、 俺の 行衛を 探して いるの だな) 

こう 思うよ リ 仕方なかった。 彼に は 五郎蔵の 乾 児た 

むしろ な や 

ちが、 筵 を かけた 戸板 を 担って、 あの 農家の 納屋の 方 

へ 行った こと を 知らなかった。 それ は、 その 一団の 姿 



が、 母屋の 蔭に なって いて、 見えなかった からで ある。 

(どっちみ ち 油断 はならない) 

こう 思った。 

やがて 彼 は、 記憶に 残って いる、 かっての 夜、 紙帳 

を 釣って 寝た、 道 了 塚 近くの 林へ 来た。 

突然 彼 は 足 を 止め、 茫然と して 前方 を 見据えた。 無 

数の 血痕 を附 けた、 紛れ もない 自分の 紙帳が、 林の 中 

の 空地に 釣られて あるで はない か。 紙帳 は、 主人に 

めぐりあ ときわぎ 

邂逅った の を 喜ぶ かの ように、 落葉樹 や 常 磐 木に 包ま 

れ ながら、 左 門の 方へ、 長方形の、 長い 方の 面 を 向け、 

微風に、 その 面へ 小皺 を 作り、 笑った。 



「あ ッ」 

彼 は 驚きで 胸 を 反らせた。 

このみ 

新鮮な 果実 

紙帳の 中に、 彼の 眼前に、 彼 以外の 紙帳の 主が いる 

ではない か。 そう、 紙帳 を 箱と すれば、 箱へ 納まった 

京人形の ように、 一人の 美しい 娘が、 謹まし く は あつ 

たが、 充分 寛いだ 姿で、 安らかに、 長々 と 寝て、 眠つ 

ている ではない か。 

(無断で 俺の 巣へ 入り込んだ 女め！) 



いかり ぼつぜん 

憤怒が 勃然と 左 門の 胸へ 燃え上がった。 

(だが、 女 だ、 綺麗な 娘 だ！) 

左 門の、 少し 黒ずんで 見えて いた 唇へ、 赤味が 注し、 

眼へ 光が 射した。 

左 門 は 紙帳の 中へ はいった。 彼 は 娘の 顔 を つくづく 

と 見た。 

(見覚えが ある。 飯 塚 薪左衛 門の 娘、 呆 だ！) 

事の 意外に 左 門 はまた も 驚いた。 

過ぐ る 夜、 飯 塚 家へ 泊まった 時、 挨拶に 出た 呆 とい 

う 娘が、 この 紙帳の 中に 眠って いようと は！ 

(不思議 だな ァ) 



左 門は両 眉の 間へ 皺 を 畳んだ。 

(しかし、 采 であろうと 誰で あろうと …… ) 

左 門 は、 やがて 地に 腹這い、 蛇が 鎌首 を 持ち上げる 

ように、 首 を 上げ、 頤の 下へ 両手 を 支い、 菜の 姿 をな 

がめ ていた。 呆は、 そんな ことと も 知らず、 片腕 を 枕 

にして、 眠りつ づけて いた。 友 禅の 襦袢の 袖から、 白 

い 滑 かな 腕が 視 いていた が、 曲げた 肘の 附け 根な ど は、 

円く 軟らかく、 薄 桃色 をな し、 珠 のよう であった。 

この頃、 五味 左 門が 身 を 隠して いた、 例の 農家の、 

街道に 添った 納屋に は、 陽が なんどり と、 長閑に あた つ 

ていた。 



なまくび 

今度 は 女の 首級が 一個、 ュル ュルと 闇から 浮き出して 

来、 窓へ 近寄り、 頼 母の 方へ 正面 を 向けた。 やはり 眼 

を 閉じ、 口 を 食いし ばり、 額へ 乱れた 髪 を かけて いた。 

しかし、 その 首級 もュル ュルと 廻り、 頼 母へ ぼんの く 

ぼ を 見せ、 やがて 闇の 中へ 消えた。 頼 母 は 全身 を 強ば 

らせ、 両手 を 握りし めた。 と、 またも、 窓へ、 以前の 

男の 首級が あらわれた。 

「典 膳の 首級 だ— ッ」 

と、 頼 母 は 夢中で 喚いた。 そう、 その 首級 は 見覚え 

の ある 渋 江 典 膳の 首級で あ つ た。 

(しかし 典 膳 は、 三日 前の 晚に、 お 浦の ために 殺され 



て、 川の 中へ 落とされた ではない か！ 何ん という こ 

とだ！ 何ん という— ) 

典 膳の 首級 は、 頼 母に そう 叫ばれる と、 閉じて いた 

眼 を 開けた。 血が 白眼の 部分 を攄の 実の ように 赤く 染 

めて いた。 だが、 その 典 膳の 首級 は、 例の ように ュル 

ュルと 廻って、 闇に 消え、 それに 代わって、 以前の 女 

の 首級が 現われた。 

「お 浦 だ— ッ」 

そう、 その 首級 はお 浦の 首級であった。 

まんじどもえ 

恩謦 卍 巴 



いう 二人の 顔 は、 窓の 高さに 存在った。 だから 窓の 外 

から 見れば、 二 個の 首級が、 嚙み 合い 食い合い してい 

るよう に 見える のであった。 納屋の 壁に は、 鋤 だの 鍬 

だの 鎌 だのの 農具が 立て かけて あり、 地面に は、 馬 ii 

だの 騸 だの 稲扱き だのが 置いて あつたが、 そのず つ 

と 奥の 方に、 裸体 蠟燭が 燃えて おり、 それ を 囲 きんで、 

六 人の 男が 丁半 を 争って いた。 五郎蔵の 乾 児 どもで 

あった。 その 横に 立って、 腕組み をし、 勝負 を 見て い 

るの は、 これ も 用心棒の 小 林 紋太郎 で、 その 南京豆の 

やみ 

ような 顔 は、 蠟燭の 光で 黄疸 病の ように 見えて いた。 

これらの 輩 は、 戸の あく 音 を 聞く と、 一斉に そっち 



出させながら、 白々 しい— 」 

かどわかし 

「他人の 恋 女 を そそのか しゃ ァ 誘拐 者よ！」 

「刀 を 持ち出させり や 盗賊 だ！」 

乾 児た ち は 口々 に また 喚き だした。 

頼 母 は (さて は それで か) と 思った。 お 浦と 関係な 

ど附 けた こと はなく、 附 けようと 思った こと さえな 

かった が、 お 浦の 方で は、 そういう 関係に なるべく 

希望んで いた こと は 争われなかった し、 天国の 剣 をお 

浦に 持ち出して くるよう 依頼んだ の は、 確かに 自分な 

ので あるから、 乾 児た ちに そう 云われて みれば、 言下 

に 反駁す る こと は 出来なかった。 



ら 釣り下げられ ている 典 膳お 浦 を 指さした。 

しおき 

「俺ら 仲間の 処刑、 凄かろう がな。 …… 手前 を 捉えて、 

こうしょうと いうの が 親分の 念願な のさ」 

「やつ つけろ！」 

脇差し を 引き抜く もの もあった。 

さ き 

頼 母 も 刀の 柄へ 手 を かけ、 先方が 斬り 込んで 来たら、 

斬リ 払おうと 構えた が、 それにして もお 浦と 典 膳との 

境遇が、 あまりに 悲惨に、 あまりに 意外に 思われて な 

ら なかった。 

(いずれお 浦 は、 あの 後、 五郎蔵の 手に 捕えられ たも 

のらし い) 



あの 後と いうの は、 お 浦が 左 門の 紙帳 を 冠った まま、 

武蔵屋 の 庭から 消えた 後の ことであって、 あの 時、 紙 

ひと リで 

帳が 自然の ように 動きだし たの は、 その実、 その 中に 

お 浦が いたの だとい うこと は、 お 浦の 衣裳が、 次々 に 

紙帳の 中から 地に 落ちた ことによって、 頼 母に も 悟れ 

たのであった。 

(その後 どうして 五郎蔵の 手に 捕えられ たので あろ 

う？) 

(そうして、 殺された 害の 典 膳が、 生きて いたと は？ 

…… そうして 五郎蔵の 手に 捕えられ たと は 9 ど 

こで どうして 捕えられた のであろう？) 



うに 戸口 を 目が けて 逃げ だした の を、 追おうと もしな 

いで 見捨て、 昏迷った 四 人目の 乾 児が、 

「チ、 畜生 ォ— ッ」 

と 悲鳴の ような 声 を あげて、 滅茶滅茶に 脇差し を 振 

リ 廻し、 ヒ ヨロ ヒ ヨロと 接近って 来る やつ を、 真正面 

から、 肩 を 胸まで 斬リ 割り、 望月 角 右衛門が、 

おのおの 

「拙者、 頼 母め を 背後より …… 各 M 方 は 正面から …… 」 

と 叫び、 刀 を 振り 冠り、 背後へ 廻る と 見せかけ、 そ 

の 実は、 お 浦と 典 膳と が 釣り下がつ ている その 足の 下 

を 潜り、 戸口から 飛び出し たの を も 見捨て、 生き残つ 

た 二人の 乾 児が、 これ も 戸口から 龃け 出そうと する の 



ていた。 

(恩 こそ あれ、 怨みの ない 五郎蔵 殿の 乾 児 衆 を 殺した 

と は …… ) 

武蔵屋 で、 左 門と 出会った 時、 五郎蔵た ちに 助けら 

れ なかったならば、 自分 は 手 もな く 左 門に 討ち取られ 

たこと であろう！ 五郎蔵 殿と その 乾 児 衆と は、 自分 

にと つて は 恩人に 相違ない！ それ を、 時の 機 勢と は 

いえ、 先方から 仕掛けた 刃傷沙汰 とはいえ、 その 恩人 

の 乾 児 を 四 人殺した と は …… 。 

(殺生な！) その 優しい 心から、 頼 母 は 暗然と せざる 

を 得なかった。 



を 担げ」 

一 団は 納屋 を 出た。 

(角 右衛門 どもの 注進で、 五郎蔵が 乾 児 を 率い、 襲つ 

て 来る や も 知れぬ。 何 を 措いても 身 を 隠さなければ！ 

…… では 附近の 林へ！) 

「走れ！ 向こうの 林へ 龃け 込め！」 

戸板の 一 団は、 さっき、 五味 左 門が 身 を 没した 同じ 

林の 中へ 龃け 込んだ。 

処女と 殺人鬼 



道 了 塚の 林の 中の 紙帳の 中で、 呆が眼 を さました の 

ま え 

は、 これより 少し 以前の ことであった。 彼女 は、 自分 

が 蝶に なって、 春の 野 を 舞い あそんで いる 夢を見て い 

ひと もと 

た。 野の 中に、 一本の、 木蓮の 木が あり、 白 絹 細工の 

ような 花が、 太陽に 向かって 咲き揃って いるの を 見、 

(美しくて 清らかで、 若々 しくて、 まるで 頼 母 様の よう 

です こと) と 思い、 一輪の 花の 中へ 分け入った 時、 木 

蓮の 花の、 倍 も ありそうな 巨大な、 そうして 血の よう 

に 赤い 蜘蛛が、 突然、 頭上から、 舞い 下がって 来た。 

「あ ッ、 蜘蛛が！」 と、 蝶の 菜 は 叫び、 叫んだ 自分の 

声に 驚いて 眼 を さまし、 起き上がった。 と、 狼狽して、 



の 陽光 を 浴びて、 琥珀色に、 明るく、 蔽 うていた。 時々、 

横腹が 蠕動し、 ゥネゥ ネと皺 を 作ったり、 フワ リと膨 

れ たりす るの は、 春風が、 外から 吹き 当たる からで、 

そのつど、 例の、 血汐で 描かれた 巨大な 蜘蛛が、 数多 

い 脚 を 動かした。 

「まあ」 と采 は、 驚きの 声 を あげた。 「あなた 様 は、 先 

夜、 妾の 家へ お泊まりく ださいました、 五味 左 門 様で 

は？」 

「さよう 左 門で ござる。 …… その 際 は、 お騒がせ いた 

しました な」 

► J Jo- す 、-. ろ 

と、 左 門 は、 削け た、 蒼白い 頰へ皺 を 畳み 煤 色の 唇 



を 幽かに ほ ころばせて 微笑した。 

(殺人者の 左 門と 知ったら、 怖がる ことであろう ぞ) 

と 思 つたから である。 

事実、 菜 は、 その 武士が、 自分の 屋敷で 人 を 殺した、 

五味 左 門 だと 知る と、 慄然と した。 

(どうしょう？) 

しかし、 次の 瞬間に は、 

(妾 は、 この 人に 悪い こと をして いないの だから、 殺 

される 気遣い はない) と、 初心の 娘ら しい 心から、 そ 

う 思 つ た。 

それに、 自分の 寝言に 驚いて、 紙帳の 隅へ ケシ 飛ん 



で 行った 左 門の 様子が、 いかにも 笑止だった ので、 (こ 

の 人、 それほど 悪い 人で ない に 相違ない) 

と、 思った。 

菜と 左 門と は、 しばらく 見詰め 合って いた。 

「 一 人のお 侍 様 をお 殺しに なリ、 もう 一 人のお 侍 様の 

足 を 斬り 落としなさい ましたの ね。 …… でも、 よくよ 

むごたら し 

くのこと がなければ、 あのような 惨酷い こと は …… 」 

と、 ややあってから 采は 考え深 そうな 様子で 云った。 

「きっと あの方 達、 あなた 様に、 よくよく 悪い こと を 

…：- J 

「そうで も) J ざらぬ」 



(それにして もこの 娘 は、 何ん と 朗らかで、 無邪気な 

のであろう) 

左 門 は、 体 を 寛げた。 

(いい 気持ち だ) 

左 門 は、 心が 豊かに なり、 和やかになる の を 感じた。 

「第一、 このお 家、 妾の もので なく、 あなた 様の もの 

でございます わ。 あなた 様が ご主人 様で、 妾 は お客様 

でございます わ。 そのご 主人 様が、 遠慮 するとい うこ 

と ございません わ」 

もて あそ 

と呆は 云って、 膝の 上で、 長い 袖 を 弄 んだ。 紅色 

の 勝った、 友 禅 模様の 袖 は、 いろいろの 落花の 積み 重 



ねの ように 見え、 それ を 弄んで いる 娘の、 白い、 細い、 

柔らかい 指 は、 その 花の 積み重ね を、 出たり はいった 

りする、 蚕 かの ように 見えた。 

「家と は？」 

「紙帳の ことです の」 

「はは あ」 

と 云った が、 左 門 は、 (いいこと を 云って くれた) と 

思った。 (紙帳 こそ、 俺の 家で あり 巣な の だからな あ) 

また 左 門 はいい 気持ちに なった。 そこで 膝 を 崩し、 

ふと ころ 

手 を 懐中へ 入れ、 ノン ピリと した 姿勢と なった。 

「紙帳と いえば、 妾が お釣りし たので ございま すの」 



お 浦 自身 ここまで 持って来て、 棄 てて 立ち去った のか 

もしれ ない と 思った。 

(どっちみ ち 紙帳 を、 ここで 取り戻す ことが 出来た の 

は 幸福 だ つ た) 

一 一人 はしば らく 黙って いた。 

ふと、 上の 方で、 ひそかな 物音が した。 

菜 は、 顔 を 上向け た。 紙帳の 天井に、 楓の 葉の よう 

な 影が 二 個 映って い、 それが、 ひそかな 音を立てて、 

あちこちへ 移動って いた。 小鳥の 脚の 影ら しい。 また 

二 個数が 増した。 もう 一羽、 紙帳へ 停まった らしい。 

よっつ もつれ あ 

四 個の 小鳥の 脚の 影 は、 やがて 紛 合った。 戯れて いる 



「『鉄砲 質に 置いて、 五 粒 二 朱』 —— と、 啼 いたのです 

わ」 

「はは あ」 

かりゅうど 

「獵 にあ ぶれた 獵師 が、 鉄砲 を かついで、 山道 を 帰つ 

て 来る 時、 高い 木の 梢で、 ああ 啼 かれます と、 獵師は 

憤れて 来る そうで ございます」 

r ヽゝ ヽ ■ 

I 、<? 、< ；-」 

と、 左 門 は、 思わず、 含み笑い をした。 

「その 害で ございま すわ」 と呆は 云い つづけた。 

「そのよう に 不景気で は、 今に、 鉄砲 を 質に 置いて、 

五 粒 二 朱 借りる ようになる ぞょ、 などと 頰 白に ひやか 



されて は、 獵師 として は、 憤れて 来ます わね」 

「憤れます とも」 

「でも、 頰白 は、 普通、 『 一 筆 啓上 仕る』 と啼 くの だ そ 

うで ございます」 

「物の 啼き声 は、 聞きよう によって、 いろいろに 取れ 

ます わい」 

愛すれば - J そ 

「蛙が 何ん といって 啼く かご 存知？」 

「さあ」 



(俺 は 幾年ぶ りで、 気持ちよ く、 腹の 底から、 何ん の 

わ だか ま 

蟠 り もな く、 笑った だろう？) 

そうして、 彼の 気持ち は、 快く 爆笑 させて くれた 呆 

に対して、 感謝し なければ ならない ような ものに なつ 

ていた。 

(妾、 どうして 今日は、 こう 何んでも、 気安く 思う こ 

とが 云える のだろう？) 

と、 呆は采 で、 自分ながら その 事が、 不思議な よう 

な 気がした。 (やはり、 お 父 様の ご 病気が お 癒り になつ 

たから だ わ。 …… そうして、 頼 母 様が、 今日 あたり、 

帰って おいでになる からだ わ) 



ばち う，^ , う， % 

咽喉の 形が、 象牙の 撥の ように 見えて いるの も、 初々 

しかった。 

菜 は 笑った。 頼 母の こと を 思っての、 「想い出し 笑 

い」 であった。 

「呆 殿」 と、 左 門 は、 相手の 心 を 探る ように 云った。 

「そなた、 誰かと 恋し 合って おられ ますな」 

「ま、 どうして 」 

しかし 采の 耳朶 は 紅 を 注した。 

「様子で わか リ まする」 

「 」 

「あまりに 浮き浮き として おられる。 あまりに 幸福 そ 



(気の毒な！ こんな 純情の 処女の 心 を 苦しめて はい 

けない) と 思った。 そこで 快活に 笑い、 

「いやいや 呆殿、 心配 は ご 無用に なされ、 純情の 殿 ご 

なり や、 どのような 性悪る 女で あろうと、 誘惑の 手延 

ばされ ぬ もので ござる。 …… それにしても、 采殿 のよ 

うな 娘 ごに、 そのよう にまで 想われる 男、 果報者の 代 

表、 うらやましい 次第、 何ん という 名のお 方で ござる 

かな？」 

「はい、 そのお 方の 名 は …… 」 

菜が 云い かけた 時、 紙帳の 外から、 

「や ァ、 ここに 紙帳が 釣って ある わ— ゃァ、 左 



の ある こと、 たった今、 この 帳 中で、 呆 殿より 承って 

ござる が、 その 恋人が、 貴殿、 頼 母 殿で あろうと は！」 

左 門 は、 そう 云い 云い、 刀の 柄 を 右手で 摑ん だが、 

一 振りす ると 鞘 を 飛ばせ、 蒼 光る 刀身 を、 頼 母の いる 

と覚 しい 方へ 差し付けた。 

「悪縁と いえば、 よくよくの 悪縁で ござる よの」 と 左 

門 は、 辛辣な 声で 云いつ づけた。 

「貴殿のお 父上 を 討ち取つ たばか リか、 武蔵屋 では、 

貴殿の 恋人、 博徒 五郎蔵の 女お 浦と いう 者 を、 拙者 こ 

の 帳 中で。 ：•：. しかるに、 同じ この 紙帳の 中で、 貴殿 

第二の 恋人、 呆殿 を。 …… 重なる 怨みと はこの 事！ 



「それ は 真実 じ や！」 

と、 左 門 は、 意外に 真面目の 声で 云った。 

「菜 殿 は、 純潔 じ や。 …… それから …… 」 と 云った が、 

云い 止めた。 

しかし、 やがて 決心した ように、 誠実の こもった 声 

で、 

「先夜、 武蔵屋 で、 お 浦と 申す 女子 を 手に入れ たよう 

申した が、 これ も噓じ や— 拙者に 関する 限り、 

お 浦と いう 女 は 純潔 じ や— 本来、 拙者 は 女嫌い 

でな。 いわば 女性 嫌忌 性な のじ や！」 

(それにしても) 



と、 左 門 は、 自分で 自分 を 疑った。 

(どうして、 こう、 俺 は 素直な 気持ちに なった ので あ 

ろう。 …… 先夜 は、 頼 母め を 苦しめよう ために、 手 を 

触れさえ しなかった お 浦と いう 女 を、 手に入れた など 

と 偽 わり 云った のに。 …… いまに 至って それ を 取り消 

すと は) 

—— 左 門に は、 その 理由が わからなかった が、 しか 

し、 その 理由 は、 呆 というよ うな、 本当に 無邪気な、 

純な 処女と、 罪のない、 子供 同士の ような 話 をし、 腹 

の 底から 笑った ことが 影響し、 彼の 心が、 人間 本来の 

「善」 に 帰った からで あるか もしれ ない。 



刀 を 中段に 構え、 狙いす ましてお ろうが な。 …… 動く 

ゝ I 

力！」 

と、 またも 大喝し、 左 門 は、 グッと 左へ 体 を 向け、 

紙帳の 背面 へ 刀 を 差し付けた。 

紙帳 は、 二人 を蔽 うて、 天蓋の ように、 深く、 静か 

に、 柔らかく 垂れて いた。 縦縞の ように、 時々 襞が 出 

来る の は、 風が 吹き あたる からであろう。 

ここ は 紙帳の 外で ある。 —— 

頼 母 は、 刀 を 中段に 構え、 紙帳から 一 間の 距離 を 保 

ち、 紙帳 を 睨んで 突っ立つ ていた。 全身 汗を搔 き、 顔 

色 蒼 褪め、 眼 は 血走って いた。 お 浦と 典 膳と を 戸板に 



載せ、 五郎蔵の 乾 児 二人に 担がせ、 ここまで 走って 来 

た 頼 母であった。 見れば、 林の 空地に、 見覚えの ある、 

五味 左 門の 紙帳が 釣って あった。 驚き 喜び、 宣 りかけ 

たと ころ、 意外 も 意外、 恋人 菜が、 その 中に いて、 声 

を 掛けた と は— それが、 殺人鬼の ような 左 門の 

手中にあって、 身う ごきが 出来ずに いると は！ 

これ だけで も 頼 母 は、 逆上せざる を 得なかった。 そ 

の 上、 剣 技に かけて は、 段違いに 優れた 左 門に よって、 

紙帳の 中から、 嘲弄され たので ある。 頼 母 は 文字通り 

逆上した。 

(父の 敵の 左 門、 討たい で 置こう か！ 恋人の 菜、 助 



けないで 置かれよ うか！) 

思う ばかりで、 体 は ほとんど 自由 を 欠いて いた。 眼 

前の 紙帳が、 鉄壁の ように 彼に は 思われた。 鉄壁 を 貫 

いて、 今にも、 左 門の 剣が、 閃めき 出る ように 思われ 

た。 腕が 強ば り、 呼吸が はずみ、 足の 筋が 釣った。 そ 

れ でも、 彼 は、 隙 を 狙うべく、 紙帳 を 巡った。 帳 中の 

左 門に よって、 見抜かれて しまった。 

手 も 足 も 出ないで はない か。 

常 磐 木と 花木と 落葉樹との 林が 立って いる。 鳥が 翔 

け 過ぎ、 兎が 根 もと を 走り、 野鼠が 切り株の 頂きに 

うずくま 

蹲 居リ、 木洩れ陽が 地面に 虎斑 を 作って いる。 



お 浦 は、 獣の ように 這って 進んだ が、 渋 江 典 膳 は、 

よろめいたり、 膝 を 突いたり、 立ち木に 鎚 つたり しな 

がら も、 さすがに 立って、 この 時、 道 了 塚の 方へ 歩い 

ていた。 

そう、 彼 は、 ここまで 運ばれて 来て、 ここが、 道 了 

塚 附近の 林で ある こと を 知る や、 

いたで 

(この 負傷で は、 どうせ 命 はない。 では、 せめて、 数々 

の 思い出と、 数々 の 罪悪と を 残して いる 道 了 塚で、 息 

を 引き取ろう。 …… 東十郎 への 罪滅 しに も なれば、 

ざんげ 

懺悔に もなる) 



(頼 母が、 お 浦と 典 膳と を 戸板に 載せ、 生き残った 俺 

の 乾 児に 担がせ、 逃げた の だ) 

と、 五郎蔵 は 察した。 怒りと、 嫉妬と が 彼 を 狂気の 

ようにした。 

「どこまでも 追つ かけ、 探し出し、 頼 母、 典 膳、 お 浦、 

三人ながら 叩つ 殺せ！」 

こうして 一団 は 林へ 駆け込み、 こっちへ 走って 来る 

のであった。 乾 児の 中には、 竹槍 を 持って いる 者 も 

あった。 もう 性急に 脇差し を 抜いて、 担いで いる 者 も 

あった。 武士 あがりの、 逞 ましい 顔の 五郎蔵 は、 額 か 

らも 頤か らも 汗 をした たらせ、 火の ような 息をしな が 



ら、 先頭に 立って 走って いた。 

殺気 は 次第に 道 了 塚と、 その 附近の 林と に 迫りつつ 

あった。 

それ だのに、 紙帳の 中の、 何ん と、 今 は 静かな こと 

しわぶ き 

だろう！ 左 門の 声 も 呆の声 も 聞こえず、 咳 一 つし 

なかった。 

頼 母 は、 そういう 気味 悪い 沈黙の 紙帳 を 前にして、 

石像の ように 立ち尽く していた。 構えて いる 刀の 切つ 

先が 顫えて いるの は、 彼の 心が 焦慮して いる 証拠で 

あった。 

だ ま 

(何故 沈黙って いるの だろう？ 何が 行われて いるの 



だろう 9 菜 はどうして いるの だ？ いや 呆 

は 何 をされ ている のだろう？) 

恋人の 呆が、 殺人鬼の ような 左 門と、 紙帳の 中に い 

る。 二人ながら 黙って いる。 何 をされ ている の だ？ 

もしゃ 咽喉で も 絞められて 9 

まら わた むし 

これ を 思う と 頼 母の 腸 は搔き 撑られ るよう であつ 

た。 

必死のお 浦 

この 時、 遙 かの 林の 奥から、 喊 声が 聞こえて 来た。 



を 構え、 大息 を 吐き、 八方へ 眼 をく ばり、 

(俺 は、 これから、 どうなる の だ？) 

と 思った。 

こころ 

この 頼 母の 心境 は、 地獄 さながらで あつたが、 帳 中 

へ 引き入れられ たお 浦の 心境 も、 地獄 さながら であつ 

た。 

—— ここ は 紙帳の 中で ある。 

お 浦 は、 左 門へ、 むしゃぶ りっこうと していた。 

おのれ 

「汝、 左 門ン— ン」 

それ は、 血 を 吐く ような お 浦の 声であった。 

「汝 のために、 武蔵屋 で、 紙帳の 中へ 引き入れられ、 



気絶 させられ、 悩乱 させられた ばかりに、 頼 母 様に 差 

し 上げようと 思った 天国 様 を 川へ おとし、 それば かり 

か、 五郎蔵に 捕えられ、 『俺 を 裏切り、 頼 母へ 心中 立て 

した 憎い 女！ 嬲り 殺しに して くれる』 と、 昨日まで 

府中で 責め 折檻、 今日はい よいよ 息の根と める と、 百 

姓 家の 納屋へ 戸板で か つぎこまれ、 .：：• そこ を 嬉し や、 

頼 母 様に 助けられ、 ここまで は 連れられ 遁 がれて は 来 

たが …… 汝、 左 門ン— ン …… 汝とは 何ん の 怨み もない 

この 身、 部屋 を 取り違え たが 粗忽と いえば 粗忽 …… そ 

のよう な 粗忽、 いましめて、 放して さえく だされたら、 

何ん の 間違い もなかつ たもの を— 汝の 悪逆の 所 



い ま こころ 

現在の 拙者の 心境で は それ は 出来ぬ。 気の毒に 思う 

ぞ ！ 詫び 申す ぞ — さりながら 一切 は 過ぎ 去 つ 

とく ざ い 

たこと、 繰り返しても 甲斐 はない— 今後 は 贖罪 

おもで 

あるば かりじ や— お 浦、 そちの その 重傷で は、 

お ぼっか 

生命 取り 止む る こと 覚束ない かもしれ ぬ。 そこで 云う、 

こんじょう のぞみ 

今生 唯一 の 希望 を 申せ— 左 門、 身に 代えて 叶 

えて とらせる！」 

「希望 P …… 唯一 の、 今生の 希望り：」 

と、 お 浦 は、 すでに 天眼に なり はじめた 瞳、 小鼻が 

えぐ 

にわかに 落ちて、 細く 険しくな つた 鼻、 刳られた よう 

に 痩せ 落ちた 顳顬 ゃ頰、 そういう 輪廓 を、 黒い 焰 のよ 



しさ を 失わない 女の 姿であった。 

r ナニ、 掛け 代えの ない 大切の 頼 母 様？」 

と、 お 浦 は、 はじめて 菜へ 眼 をつ けたが、 

一 汝 ァ 何者？ 見れば まだ 小娘— それな 

のに、 妾の、 頼 母 様の こと を— 」 

気 も 遠々 に、 次第に 地面へ 伏し 沈もうと する 体 を、 

またも 猛然と 揺り起こし、 しかし、 立ち上がる 気力 は 

なく 両手 を 地に 突き、 呆の 方へ お 浦 は 這い 寄る ので 

あった。 

おのれ 

「さて は汝 は、 頼 母 様に、 横恋慕 をして このお 浦から 

…：- j 



「命 取られる までに 折檻され、 嬲り 殺しに かけられた 

お 浦、 それ も 頼 母 様の ため！ これが 邪 まの 恋 か！ 

…… おおお お、 これが 邪 まの 恋 か— 恋？ なん 

の！ 恋な もの か！ おおお お、 恋な どと いう 生やさ 

しい もの は、 妾に とって は、 遠い昔の 物語— 

まっとう かえ 

真実の 人間に 復活ろうと、 久しい 間、 男嫌いで 通して 

来た もの を— 恋？ それ も 邪 まの 恋 9 何 

んの 何ん の 頼 母 様 は、 わたしに とって は 恋 以上のお 

方— 救世主— おおお お、 でも、 この 妾の 

心！ ああ やっぱり 恋 かしら？ 恋なら 恋で まま 

ほざ 

よ！ その 恋 ひたむきに とげる までよ— 吠いた 



おうとして いるので あった。 

(俺に は 扱い 兼ねる) 

左 門 は 太い 息をした ので ある。 

「菜 殿」 

と、 やがて 左 門 は 云った。 

「拙者、 先 ほど、 阿婆擦れた 女な どが、 そなたの 恋人 

へ附 きまとう や もしれ ずと 申し ましたな。 …… お 浦 こ 

そその 女子— しかし、 そなたの、 頼 母 殿 を 想う 

念力 強ければ、 お 浦な ど、 折伏す る こと 出来 ましよ 

う— 弱ければ、 折伏され るまで よ— お 

浦！」 



(絶体絶命— 俺 はこ こで 討 たれる のか！) 

大勢の 五郎蔵の 乾 児た ち を 相手に 斬り 合う だけで さ 

え、 今 は 手に 余って いた。 そこへ、 いよいよ、 自分よ 

り 段違いに 腕の 勝れた 左 門が 現われ出た のであった。 

勝ち目 はな か つ た。 

(残念！ 返り討ちに 逢う のか— 采殿を 眼の 前 

に 置きながら、 返り討ちに！) 

眩み かかった 彼の 眼の、 その 眼界 を 素 走って、 五郎 

蔵の 乾 児 数人が、 左 門へ 襲い かかって 行く のが 見えた。 

と、 その 乾 児た ち を 無視した ように、 左 門の 豹の よう 

な 眼が、 頼 母の 方へ 注がれた が、 



いまだに 立ち木に 背 を もたせ、 五郎蔵の 乾 児た ちと 

立ち向か つていた 頼 母 は、 眼に 左 門の 働き を 見、 耳に 

左 門の 声 を 聞き、 茫然 とした 気持ちに ならざる を 得な 

こもごも 

かった。 それ は 悲喜 交 M の 感情と もい えれば 夢に 夢見 

る 心持ちと も 云えた。 左 門が 自分の 味方と して 現われ 

出て 来た こと は、 何ん といっても 頼 母に とって は 有難 

い 嬉しい ことであった。 しかし 討たねば ならぬ 父の 敵 

くるしみ 

から 助けられる という こと は、 苦痛であった。 とはい 

い ま 

え 現在の 場合に おいて は、 その 苦痛 は 忍ばなければ な 

ら なかった。 もし 五郎蔵 一味に 自分が 殺されたならば、 

左 門 を 討つ ことが 出来な くな つ てし まう からで ある。 



今 は、 何 を 措いても、 五郎蔵 一味 を 殲滅す るか 追い払 

うかしなければ ならなかった。 それに は 左 門からの 助 

太刀 は 絶対に 必要の ことであった。 

頼 母 は 勇気と みに 加わり、 今まで は 守勢の 身で あつ 

たのが、 攻勢に 出、 疾風の ように 五郎蔵の 乾 児 どもの 

中へ 斬リ 込んだ。 

胆を 奪われた 乾 児た ちが 狼狽し、 散って 逃げた 時、 

(菜 殿 は？) 

と、 こういう 場合に も、 危険に 曝ら されて いる 恋人 

のこと が 心に 閃めき、 頼 母 は、 逃げた 乾 児 ども を 追お 

うと もせず、 身 を 翻え すと 一気に、 紙帳へ 駆け寄り、 



と、 典 膳 は 悲鳴に 似た ような 声で 呼びかけた。 

「有 賀又兵 衛殿ォ —ッ」 

—— 有賀 又兵衛 …… 現在の 名、 飯 塚 薪 左衛門 は、 昔 

の、 浪人 組の 頭目だった 頃の 名 を 呼ばれ、 愕然とし、 

むし 

毛 を 撐られ た 鶏の ような 首 を 延ばし、 声の 来た 方 を 見 

た。 

彼の 眼に 見えた もの は、 塚の 裾に、 塚の 岩 組から、 

栓か のように 横へ はみ出し ている 小 岩、 それに 取り 

鎚 つてい る 全身 血 だらけの 武士の 姿であった。 

「誰 じ や？」 

と 云いながら 薪 左衛門 は、 立てない 足を^ら せ、 塚 



の 縁の 方へ 身 を 進めた。 

ま え 

「渋 江 典 膳に ござり まする。 …… 二十 年 以前 浪人 組栄 

えました 頃、 組の 中に おりました、 渋 江 典 膳に ござり 

まする！」 

「渋 江 典 膳？ おお 渋 江 典 膳— 存じお る！ 存 

じお ると も！ 組 中に あっても、 有力の 人物で あつ 

た— 来栖 勘兵衛 と、 特に 親しかった 害 じ や」 

「さように ござり まする。 私 は 来栖勘 兵衛ぉ 頭の 秘蔵 

の 腹心、 伊丹 東 十郎氏 は、 有賀又 兵衛ぉ 頭の 無二の 腹 

心と して、 組 中に ありましても、 重く 使用 いられ まし 

て) ，- 、ざり まする」 



「伊丹 東十郎 9 おお 伊丹 東 十郎— 覚えて 

おる 覚えて おる！ わしに 一番 忠実の 男だった。 …… 

どうして 今日まで 思い出さ なか つたので あろう？ … 

…おおそう いえば、 さっき 聞こえて 来た あの 声、 『秘密 

は 剖かない、 裏切 リ はしない、 助けて くれ ー ッ』 と 云つ 

た あの 声 は、 まさしく 伊丹 東 十郎の 声だった。 …… お 

お、 俺 はすつ かり 思い出した ぞ。 …… あの 時、 二十 年 

前、 甲 州の 鴨 屋方を 襲い、 莫大 もない 金銀 財宝 を 強奪 

し、 帰途、 五味 左 衛門方 を 訪れ、 天国の 剣 を 強請り 取 

り、 それ を 最後に 組 を 解散し、 持ち 余る ほどの 財 を 担 

わし 

い、 来栖勘 兵衛と 俺と、 そちと 伊丹 東十郎 とで、 この 



を 憂欝に し 彼 を 衰弱 させたら し い。 

「衰弱して いる 私の 所へ、 博徒の 頭、 松 戸の 五郎蔵と 

成った 勘 兵衛が 来て、 私 を 威嚇した のじ や、 典 膳よ、 

恥ずかしながら 私 は、 その 時 以来 今日まで 発狂して い 

てのう」 

「又 兵 衛殿ォ —ッ、 私 は その 勘兵衛 のために、 嬲り 殺 

しにかけられ、 コ、 この ありさまに ござります る！」 

だるま 

「全身 血達磨！ どうした ことかと 思った に、 勘兵衛 

めに 翻り 殺し P どこで？ どうして？」 

この 時 嘲笑うよ うな 声が 聞こえて 来た。 



いて は、 この 年頃、 命 取る か 取られる か、 是非に もう 

一 度 この 道 了 塚で、 汝と 決闘しょう ものと、 それば か 

り を 念願と いたして おった のじ や。 そうであろう がな 

浪人 組の 二人 頭と して、 苦楽 を 共に し、 艱難 を 分け合つ 

た 仲な のに、 いざ 組 を 解散す ると なるや、 共同の 財宝 

を汝 一人で 奪い、 天下の 名刀 を 奪い取り —— ええ、 弁 

解 申すな！ 典 膳より たった今、 事情 悉^ 聞いた わ！ 

…… のみならず、 それらの 悪行 を、 この 薪左衛 門に か 

ずけ ようとした 不信の 行為！ のみならず、 辛酸 を嘗 

め 合った 同志 を 穴埋めに した 裏切り 行為！ 肉 を 喰う 

力 も 

も 飽き 足りぬ 怨恨 憎悪が 、 これで 醸されずに おられよ 



かか あさで 

れ ていた。 呆を 介え ている 頼 母の 姿 は、 数 力 所の 浅 傷 

と、 敵の 返り血と で、 蘇芳で も 浴びた ように 見えて い、 

つかれ ふるえ 

手足に は、 極度の 疲労から 来た 戦慄が 起こって いた。 

(敵 は 退けた。 恋人 は 助けた！) 

しかし 彼 は、 それ をした の は 自分ではなくて、 大半 

は 五味 左 門で ある こと を 思った。 

(その上 私 は、 あやうく 竹で 突き殺される ところ を、 

左 門に 助けられた) 

塑像の ように 鎚リ 合って いる 二人の 上へ 降り かかつ 

ている もの は、 なんどり とした 春陽で あり、 戦 声が 絶 

えたので 啼き はじめた 小鳥の 声で あり、 微風に 散る 桜 



それ は、 諸 法具 足 を 象徴した 曼陀羅の 模様であった。 

と ， .1 ろ ど f .1 ろ 

血で 描かれた 曼陀羅 紙帳 は、 諸 所 切り裂かれ、 いま 

だに 血 をした たらせ、 ノロ ノロと したたる 血の 筋で、 

尚、 如来の 姿 や 伽藍の 形 を 描いて いた。 

(諸 法 を 具足 すれば 円満の 境地で あり、 円満の 境地 は、 

一切 無差別、 平等の 境地で ぁリ、 この 境地へ 悟入った 

人間に は、 不平 も 不安 も 不満 もない。 そういう 境地 を 

模様で 現わした ものが 曼陀羅 だ。 …… この 紙帳の 内と 

外と で、 俺 は 幾 十 人の 人 を 殺した ことか。 …… また、 

この 中で、 父上 も 俺 も、 どれほど 考え 苦しみ、 怒り、 

悶え、 憎み、 喜び、 泣き、 笑った ことか。 紙帳 こそ は、 



父上と 私との、 思考と 行動との 中心であった。 …… そ 

の 紙帳が、 曼陀羅の 相を呈 したと は？) 

考えに 沈んで いる 左 門の 前で、 血 曼陀羅の 紙帳 は、 

微風に 揺れ、 皺 を 作ったり、 襞を斿 えたり していた。 

(少 くも 曼陀羅の 境地へ 悟入る に は、 思考と 行動と が 

とちな 

同伴わなければ いけない らしい。 …… 少 くも 俺 は、 こ 

の 紙帳の 内と 外と で、 善悪 共に、 思考え 且つ 行動った 

の は 事実 だ) 

さっき 紙帳へ 停まつ て啼 いていた 頰白 でで もあろう 

か、 一 羽の 頰 白が、 矢の ように 翔けて 来て、 紙帳へ 停 

まろうと したが、 鮮血の 赤 さに 驚いた のか、 飛び去つ 



た。 

(紙帳が 曼陀羅の 相を呈 したの は、 この 中で 思考え 行 

動った 俺の 行為が、 曼陀羅の 境地へ 悟入る 行為で あつ 

たと 教えて くれたの か 9 そんな こと はない！ 

…… では、 将来 曼陀羅の 境地へ 悟入る ようにと 啓示し 

て くれたの か？) 

左 門 はい つまで も 佇んで 考えて いた。 

やがて 左 門 は 頼 母の 方 を 振り返って 見た。 

頼 母 は、 采に 鎚られ たま まの 同じ 姿勢で いた。 

「頼 母 殿」 と 左 門は穏 かな 声で 云った。 「貴殿に は 拙 

い ま こころもち 

者 は 討てますまい。 少く とも 現在のお 心境で は。 … 



続いて いた。 でも、 その 林が 途切れれば、 また、 陽光 

の 射した 明るい 箇所が あるに 相違ない。 でも、 それへ 

は、 また、 暗い 林が つづく 害で ある。 光明と 暗黒の 

みちすじ ひとの よ 

道程！ それ は 人生の 道程で も ある。 光明と 暗黒の 道 

程を迪 つて 行く 左 門の 姿 は、 俯向いて いて 寂しそう で、 

人生の 苦行者の ように 見えた。 

(父上の ご 遺志 だ。 わし はどう あろうと、 どこまでも、 

奪われた 天国の 剣 を 探して、 手に入れなければ ならな 

い) 

こう 思って 歩いて 行く 左 門であった。 

しかし その 天国の 剣 は、 道 了 塚の 穴 倉へ 落ちて、 ふ 



もいた しませぬ」 と 怨めし そうに 云った の は 紋太郎 で 

あった。 しかし 角 右衛門 は 案外 悟った ような 口調で、 

「いやいや この 刀傷が もの を 云って、 今後 はかえ つ て 

< らし 

生活よ くな ろう ぞ。 我々 は、 松 戸の 五郎蔵 親分に 腕 貸 

しいた し、 刀傷 を 受けました 者で ござる と、 諸方の 親 

分 衆の もとへ 参って 申して みやれ、 頼み 甲斐 ある 用心 

棒と して、 厚遇され るで ござろう」 

「なるほど のう」 

「左 門 は 我らに 生活の 方法 を 立てて くれた 菩薩 じ やよ 

おん 

…… こんな ご 時世、 食えて 行けさえ したら 御の字 じ や 

からのう」 
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